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社会 の 発展 と 作業 工具 の 役割 


「 人 間 は 道具 を つく る 動物 で ある 」 と いっ た の は 、 ベ 
ンジ ャ ミン ・ フ ラン クリ ン で す が 、 人 類 が は じ め て 道 
具 を も ち は じ め た の は 、 洪 積 世 の は じ め 、 い ま か ら 約 
60 万 年 ちあ まえ の こと だ と いわ れ て いま す 。 

その 旧 覆 器 時 代 に は 、 す で に 鋭く と が っ た 火打 ち 石 
の ナイ フ 、 石 英 の 手 共 、 骨 を 先 に つけ た 外 な ど を も っ 
て いま し た 。 た し か に 、 そ れ ら は 人 間 の 手 や 爪 や 歯 な 
どの 機能 を 増大 きせ る た め の も の で し か あり ませ ん で 
し た 。 し か し 人 間 は すぐ 、 岩 を 起こ す の に 棒 を テコ の 
よう に 使う こと を 考え 、 雛 を 手 で も み 込む 方 法 を 覚え 
ます 。 

や が て 、 キ リス ト と 同じ 時 代 に 生ま れ た と いう 、 古 
代 ギ リ シ ヤ ャ の 天 オ 発明 家 、 ア レク サン ドリ ア の ヘロン 
が 5 種類 の 機械 を 発明 し ます 。 それは 、① テ ュ コ 、② 車 
輪 と 車軸 、③ 滑 車 、④ 斜 面 と クサ ビ 、⑤ ね じ の 5 種類 
で す 。 それ か ら 現 代 ま で の 長い 林 世 紀 の 間 に 、 人 類 は 
その 生活 の すべ て の 領域 で 手 に 道具 を も ち 、 す ば らし 
い 文化 を きず いて きま し た 。 し か し 、 ど ん な 最新 の 機 
械 で も 、 そ の 運動 する 部 分 は 、 古 代 ギ リ シ ヤ 人 の 発明 
し た 「5 種 類 の 単 一 機械 」 の 組み 合せ か ら 成 っ て いま 
す 。 

スパ ペナ や 、 ソ ケッ トレ ンチ 、 プ ライ ヤー に し て も 、 
また リー マ や カッ タ な どの 工具 も 、 ま っ た く 同 機能 
原理 を も つ 道 具 で ある と いえ ます 。 し か も 、 こ れ ら の 
工具 は 、 人 間 が 直接 、 手 に 持っ て 操作 する も の で あぁ り 、 
その 機構 も 単純 で ある だ け に 、 ギ リ シ ヤ 人 の 発明 し た 
原始 的 な 道具 に 近い の か も し れ ま せん 。 それ で は 、 わ 
た くし た ち が 、 手 に する 工具 は 古代 か ら 少 し も 進歩 し 
て いな い の で し ょ うか 。 

工具 と は 、 申 し あげ る まで も な く 、 工 作 に 使わ れる 
各種 の 道具 で あり 、 そ れ は 、 機 械 が 生ま れ た 時 か ら あ 
っ て 、 そ の きま ざま な 機械 や 、 そ れ を 必要 と する 文明 


の 進歩 と と も に 、 大 きく 進歩 し て いま す 。 よ り 新 し ぃ 
機械 が 開発 され 造ら れれ ば 、 そ れ に 対応 する 工具 が 生 
まれ る の で す 。 

また 、 近 年 あら ゆる 分 野 で オー トメ ーション 化 が す 
すみ 人 間 の 直接 的 な 労力 が 軽減 きれ て まい り ま し た 。 
この オー トメ ーション が 極度 に 進化 し た 状態 で は 、 ス 
パナ を 手 に も っ て 機械 を いじ し る こと な ど 、 ま っ た く な 
く な っ て し まう の で は な いか と いう 意見 も きか れ ま す 。 
な に し ろ 、 人 工 頭脳 、 電 子 計算 機 と いう よう に 、 こ れ 
まで は 人 間 だ けが も つ 独 得 の 能力 と 思わ れ て い ぃ た 分 野 
に まで 機械 化 が すす ん で いる の で すか ら 、 こ の よう な 
疑問 が お こる の も 当然 な の か も 知れ ませ ん 。 

し か し 、 機 械 は 人 間 が 造り 、 人 間 が 操作 し 人 間 が 利 
用 し 、 保 守 す る も の な の で す 。 た と える 現在 、 使 われ て 
いる よう な 工具 は 形 を 変え 、 性 能 が か わる こと が あっ 
た と し て も 、「 工 具 」 そ の も の は 、 機 械 文明 の つづ く 
か ぎり 進歩 し 、 存 在 す る に ちがい あり ませ ん 。 

サー カス の 猛獣 使い で 、 人 間 が 長い ムチ を 駆使 し て 
ライ オン を 思い の まま 支配 する よう に 、 機 械 が 高度 に 
な れ ば な る ほど 、 人 間 は 「 工 具 」 と いう ムチ の 人 性能 を 
高め 、 そ れ を 駆使 し て 機械 と いう 猛獣 を 支配 し な けれ 
ば な ら な い の で す 。 

社会 学者 の 間 で は 、 現 代 の 社会 、 さ ら に 未来 の 社会 
を 考え る と き 、 人 間 が 機械 を 使う の か 、 そ れ と も 機械 
が 人 間 を つか っ て いる の か わか ら な く な る と いい ます 。 
し か し 、 そ の 心配 は 無用 で ある と いえ まし ょ う 。 そこ 
に 、 す ぐれ た 「 工 具 」 と 、 そ れ を 持つ すぐ れ た エン ジ 
ニア の いる か ぎり 、 人 間 性 を 失 な い 機 械 の 奴隷 に な る 
よう な こと は あり えな い の で す 。 

工具 は 、 現 代 と 未来 の 機械 文明 の な か で 、 人 間 が 、 
人 間 と し て の 后 活 を き づ く た め に 、 い つま で も 必要 な 
道具 と ゆま まし ょ う 。 


ご あい さ つ 


私 共 、 製 造 業 企業 運営 の 要諦 は 「 製 品 の 優秀 性 、 生 産 
性 の 向上 に よる コス ト の 低下 か ら 需 要 者 へ の 利益 の 四 
元 に 次 し 、 一 方 企業 利潤 の 確保 に よる 従業 只 の 福祉 と 
資金 面 か ら の 協力 者 と され る 株 主 諸 賢 に 報 ゆ る 」 に あ 
る 事 を 常に 痛感 し 日 夜 精進 し て お る も の で あり ます 。 

私 共 は 、 我 が 国産 業 は 勿論 、 国 際 的 産業 の 視野 に お 
いて 今 后 いか な る 工具 が 要求 きれ る で あろ うか 、 特 に 
我が国 は 勿論 、 国 際 的 を モー ター リゼ ーション の 飛躍 
に は 、 今 后 い か な る 工具 が 要求 きれ る や に 常に 注視 し 
市 場 調査 を 前 向き に 進め て お り ま す 。 

弊社 の 伝統 的 誇り の 一 つと きれ る 技術 陣 は 乏 年 充実 
し 生産 性 の 向上 と 製品 の 優秀 化 の 基盤 と を る 設備 の 近 
代 化 に も 鋭意 努力 し て お り ま す 。 文 、 生 産 技術 の 革新 
及 新 製品 の 開発 の 訪 の 研究 作業 に も 余念 が あり ませ ん 。 

国際 収支 改善 の 一 柚 を 担う 輸出 に 対し て も 、 国 家 釣 
責務 を 痛感 し 英 社 輸出 部 門 の 充実 を 計り 積極 的 な 努力 
を 傾倒 し 河 肉 その 実績 の 顕現 に 努め て お り ま す 。 

か よう に 社内 的 を 体制 強化 も きる こと を な がら 、 皇 社 
の 人 先 展 に は 貞 社 製品 を ご 愛顧 賜わり ある お 得意 きま 、 
株 主 諸 賢 、 関 係 諾 官庁 、 そ の 他 関 係 各位 の 陰 に 昌 に わ ね 
た る ご 支援 、 ご 協力 に よる ご 革 情 が も っ と も 大 き を な 要 
因 で あり 、 こ の た び 黄 社 30 周 年 を 希 記 に 燃え な が ら 迎 
える 中 を 得 ま し た の も 、 ひ と え に 各 位 の ご 芳 情 の 賜 で 
あり 、 こ こ に 深 其 な る 感謝 の 意 を あら わす と 共に 、 こ 
の 上 共 一 層 の ご 愛 願 、 ご 支援 を 賜り ます よう 、 本 総合 
列 り 録 編集 に 際 す る 弊社 の 歩み と 現況 を ご 披露 申し 上 げ 
て 感謝 の 辞 に 代 を させ て いた だ きま す 。 


jS さ ゞ ささ ゞ 


7 
ry 


普 


往 
会 
を 
eeP 
く 
) 
ま 
し 
さ 
5 


この で れ 舗 
き で 生玉 誠 べ 味 及 へ 人 w 半 S こ ざさ ざさ 


し る 
ィ 


! 
1 


ュ 
Ir 
\ 


ご なー の さき Ah (へ 97 こさ 


ここ の ーー の 
っ 府 芝 次 で の 9 下層 路 東和 - 


20 
つつ 9 で すし に つこ 


上 ポ 移 < ne 次 避 等 で 区 


人 
[ 
+ 
て 
吉 
* 
3 
株 
し 


昭和 43 年 8 月 


取締 役 社長 と の ' ⑳ し 3 め 


会 社 の あら まし 


@ 本 社 及び 工場 
大 阪 市 東成 区 深江 東 2 丁 目 34 番 地 
TEL (971)8051 人 0 一 5 テレ ックス 大 阪 (529)5707 
@ 東 京 営 業 所 
東京 都 港 区 芝浦 3 丁目 12 番 6 号 
TEL(453)9766 一 9 テレ ックス 東京 (242)2603 
@ 札 幌 出張 所 


札 幌 市 北 四 条 西 2 6 」 日 
TEL(63)5458・2523 テレ ックス 札幌 (932 ) 933 


@ 福 岡 出張 所 
福岡 市 西 堅 粗 東光 町 3 1 1 の 7 
TEL (41)2620・7772 テレ ックス 福岡 (722) 854 


@ 資 本 人 金 
183,872 千 円 

@ 売 上 高 (42 年 度 ) 
736.,000 千 円 

@ 役 員 名 
代表 取締 役 社長 前 田 軍 治 
常務 取締 役 佐々 木 孝 治 
常務 取締 役 石原 和夫 
取締 役 稲 場 貞 良 


田 資 本 金 の 推移 


取 締 役 山本 猛夫 

取 締 役 屋敷 定 雄 

監 査 役 大 井 治 | 
株 主 総 会 問 
取締 役 会 部 課長 会 議 | 
生産 会 議 | 

労使 協議 会 常勤 役員 会 合同 販売 会 議 
製造 本 部 業務 本 部 


技術 開発 部 大 阪 営業 部 絵 務 部 


開 生 技 品 外 工 製 購 業 札 福 総 販 販 販 販 給 人 総 
産 。 質 幌 岡 売 売 売 
発 技 術 管 計 程 造 買 務 出 出 務 売 第 第 第 理 事 務 
人 。 埋 。 0 。 張 張 。 三 ニー 
課 課 課 課 課 課 課 課 課 所 所 課 課 課 課 課 課 課 課 
材 氏 仕 機 
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ト ネ の 名 称 の 由来 画 売 上 高 の 推 移 


本 に よれ ば 世界 最大 の 河 は 、 北 米 の ミ シ シ ッ 千 万 円 
ビ ピ で ある 。 次 いで アフ リカ の ナイ ル 、 ア ジア の 80 
オビ 、 エ ニセ イ 河 で あり 、 中 国 の 揚子江 で ぁ り 
ます 。 


日 本 の 最大 は 信 渡 川 、 次 いで 石狩 川 、 利 根 川 
で あり ます 。 

利根 川 は 322 御 、 前 記 信 濃 、 石 狩 川 より は 短 
か い が 、 そ の 主 支流 は 日 本 の 中 心地 で ある 関東 
平野 の 大 半 、 東 京 、 群馬 、 埼 玉 、 栃木 、 茨城 、 
千葉 の 各 都 県 に 及び 、 瀧 渡 、 水 運 等 いろ いろ に 
その 役割 を は た すこ と は まさ に 日 本 一 で あり ま 
す 。 だから こそ 筑紫 川 の 筑紫 四郎 、 吉 野川 の 四 
国 三郎 の 兄貴 分 と し て 阪東 太郎 の 名 が つけ られ 
た の で あり ます 。 

難 社 社長 前 田 軍 治 が 前 田 金属 工業 KK を 起 し 
て 、 自 社 製品 を 世に 出し 商標 を 考え る 際 フ ト 浮 
ん だ の が 、 日 本 一 の 阪東 太郎 の こと で す 。 日 本 
一 を 標 傍 す る 意味 で 、 利 根 川 の ト ネ を 取り TO 
NE と 名 付け まし た 。 ト ネ と だ け で は 意味 が な 
いと 反対 が 多く あり まし た が 、 社 長 は 一 旦 き め 
た 以上 強行 し まし た 。 

TO NE の 文字 の 上 下 に 三 筋 の タテ 太線 を 入 
れ 「 川 」 を 意味 し 、 読 ん で ト ネ 川 と シャ レ ま し 
た 。 これ を 正式 の 商標 と し て 申請 し て 許可 きれ 
まし た 。 と ころ が 面白 いこ と に は 海外 で は TO 


NE を ト ネ と 読ま ず に 英語 の トー ン と 読ま れ ま 四国 


be の トド ー ジ J 引 際 折 瑞 ho で 昭和 31 年 度 92 83 34 85 36 37 38 39 40 41 42 43( 推 定 ) 
音楽 の 調子 の こと で 、 ま た 気品 と か 、 品 格 と か 
の 意味 に 使わ れ ま す 。 ま さ に 和子 期 せ ざ る グッ ド 
アイ デア で す 。 し か し TONE は ト ネ で トー ン 
で は な いと 海外 の 輸出 先 に いう わけ に は いき ま 


せん 。 
近ごろ は TONE の マー ク の 中 に 「 ト ネ の 工 
具 」 と いう 文字 を 入れ て PR を し て いま すか らち ー = 
ト ネ と いう 名 の メー カー と 錯覚 され る せき が な い 製品 市 場 占 有 素 
と も 限ら ちら ず 、 ト ネ は 前 田 金属 工業 の マー ク で 、 切削 工具 (リー マ 、 カ ッ タ ) 90 劣 
日 本 一 の ト ネ 川 で す と 説明 し て お り ま す 。 
「 で は 、 社 長 は 茨城 、 千 葉 等 の 関東 地方 の 出 ソン ケッ トレ ンチ 40 め 
身 か 」 と た づ ね られ る が 、 実 の と ころ 福井 出身 
の 社長 は 、 あ こ が れ の 利根 川 を まだ 一 度 も 見 た その 他 の レン チ 20 一 302 
こと も な い の で す 。 ココ 
ト ネ の マー ク の 中 来 で ある 利根 川 を ゅ っ くり 
と 満足 する まで 見 物 す る こと が 、 年 ご と に 多忙 土 地 建 物 
に な る 社長 の 夢 で あり ます 。 
本 社 ・ 工 場 4,.753mr 3 953ms 
東京 営業 所 281my 
札幌 出張 所 106m 
福岡 出張 所 139m 


前 田 金属 工業 株 式 会 社 
取 称 役 社長 月 軍 . 癌 


まえ が き 

前 田 金属 工業 株 式 会 社 の “歩み " は 、 
と り も な お さ ず 同社 の 設立 者 で あり 、 ひ 
きつ づき 社長 で ある 私 (前 田 軍 治 ) の “ す 
べ て " で あり ます 。 私 で な けれ ば 真実 を 
語り える 者 は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 
この 機会 に 当社 の 発祥 か ら 今 日 に いた る 
歴史 を 謙虚 に 正確 に 記録 に と ど め て お く 
こと も 意義 の ある こと で あり まし ょ う 。 


前 田 軍 治 商店 

前 田 金属 工業 株 式 会 社 の 前 身 は 、 私 の 
個人 経営 で あっ た 機械 工具 製造 販売 業 " 前 
田 軍 治 商店 "で あり ます 。 

大 正 14 年 1 月 に 大 阪 市 福島 区 上 福島 南 
2 丁目 に 開業 し 、 の ち 業 務 の 発展 に と も 
な っ て 昭和 7 年 に 大 阪 市 西区 立売 堀 南通 
6 丁目 に 移転 し まし た 。 

昭和 10 年 に いた っ て 、 一 般 市 販 の 機械 
用 工具 類 の 需要 は 日 を 追っ て 高まり 、 き 
ら に 、 陸 軍 航 空 本 部 か ら の 受注 量 が 増大 
し まし た 。 昭和 12 年 に は 、 日 華 事 変 の 勃 
発 に と も な う 吐 盛 な 筑 要 に 当面 し まし た 。 

そこ で 、 生 産 部 門 の 増強 が 要求 きれ 、 
独立 し た 企業 体 に よる 積極 的 な 生産 体制 
を 確立 する た め 株 式 組 織 に よる 本 格 的 な 
生産 工場 の 設立 を は か り 、 昭 和 13 年 8 月 
に いた っ て 、 わ が 前 田 金属 工業 株 式 会 社 
が 誕生 し まし た 。 


前 田 金属 工業 株 式 会 社 開業 当初 の ころ 
わが 社 は 資本 金 30 万 円 で 、 昭 和 13 年 8 
月 6 日 に 設立 し まし た 。 本 社 お よび 工場 
は 、 大 阪 市 東成 区 深江 東 2 の 34 に 置き ま 
し た 。 当時 の 生産 品種 は 、 民需 用 と し て 、 
自動 車 、 車 輔 、 船 舶 、 電 機 、 建 設 関係 の 
工具 類 、 ま た 、 軍 替 用 と し て は 、 陸 軍 
空 本 部 か ら 受入 の 航空 機 整備 用 工具 に 属 
する エン ジン 分 解 用 工具 、 お な じ く 野外 


用 工具 お よび 飛行 機 特殊 器具 を 生産 し 、 
の ち に は “航空機 エン ジン 修理 用 工具 " 
と 名 付け られ た 高 精 度 の ユニ ッ ト 体 を 生 
産 す る に いた り ま し た 。 

この 高 精 度 な ユニ ッ ト 体 を 生産 する に 
あたっ て は 、 発 足し て 間 も な い 当社 の 技 
術 陣 が 取り 組ん で 、 は た し て 製作 が 可能 
で ある か どう か の 疑問 も あり 、 と りあ を え 
ず 試 作 程度 に 少量 を 受入 し 、 研 究 開発 に 
つと よめ まし た 。 


昭和 15 年 3 月 に 、 当 社 は 陸軍 航空 本 部 
の 監督 工場 に 指定 され る と と も に 、 同 年 
6 月 に は 、 航 空 機 テ ンジ ン 修 理 用 工具 ュ 
ニッ ト の 主体 で ある 主 副 連 接 幹 換装 要 具 
が 、 該 機種 検査 担当 官 高 篠 技師 に よっ て 
厳 審 を 検査 の 結果 、 合 格 し まし た 。 

合格 の 知ら せ で 、 当 社 の 技術 陣 は 期 せ 
ず し て 歓声 が あがり 、 社 長 の 私 は 、 門 田 
工場 長 と 感激 の 握手 を し まし た 。 こ の 時 
の 光景 、 感 動 は 30 年 も 過ぎ た きよ う で も 
忘れ る こと が で きま せん 。 

そもそも 、 高 精度 を 生命 と する 航空 機 
の 連接 棒 (コン ネ ク テ ィング ロッ ド ) の 
クラ ンク 軸 部 と ピス トン 軸 部 間 の 寸法 公 
差 が 、 縦 、 横 、 高 き 、 斜 め 、 振 れ の どの 
ひと つ を と っ て も 、: 放 mm 以内 の 精度 で ケ 
ル メ ッ ト ・ メ タル の 換装 が で きる 治 具 の 
ユニ ッ ト で な けれ ば な り ま せん 。 それ を 
治 具 ボー ラー の 設備 な し で 、 立 派 に や り 
と げ る こと が で きた の は 、 門 田 工 場 長 の 
す で ぐれ た 独特 の 技術 感覚 と 、 技 術 陣 を は 
しめ と する 金 社 従業 員 の た ゆめ まめ ぬ 努力 の 
結果 で あり まし た 。 

この ユニ ッ ト は 当時 、 航 空 機 エ ンジ ン 


メー カー 以外 は 製作 不可 能 で あっ た も の 
が 、 当 社 で 見 事 に 完成 し た も の で すか ら 、 
大 阪 の 監督 班 は も と より 、 東 京 の 本 部 に 
お いて も 話題 と な り 、 大阪 監督 官 長 で あ 
っ た 田中 誠 三 大 佐 は 本 部 に 対し 大 い に 面 
目 を は どこ され た と 聞き ます 。 こ の よう 
に し て 、 昭 和 15 年 8 月 、 当 社 は 大 阪 市 東 
成 区 で 第 一 の 重要 工場 に 指定 され まし た 。 
昭和 16 年 以降 の 前 田 金属 工業 (株 ) 

昭和 16 年 3 月 、 当 社 に 陸軍 航空 本 部 か 
ら 生 産 拡充 指令 が 発せ られ まし た 。 
昭和 16 年 5 月 に は 、 さ ら に 陸軍 航空 本 
部 管理 工場 の 指定 を うけ まし た 。 そう し 
て 、 同 16 年 10 月 、 兵 庫 県 尼崎 市 園田 町 字 
上 喰 滴 (当時 は 兵庫 県 川辺 郡 園田 村 字 上 
喰 満 ) に ある 石 産 精工 (株 伊丹 工場 ぐ 敷 
地 、14,000 坪 、 建 物 2.500 坪 > を 陸軍 航 
空 本 部 大 阪 監督 班 の 幹 旋 に よっ て 譲り 受 
け の 契約 が 成立 し 、 こ の 工場 の 整備 作業 
を すす め ま し た 。 

昭和 16 年 11 月 、 当 社 の 資本 金 を 150 万 
円 に 増 次 し まし た 。 この 増資 に あたっ て 
は 、 当 局 の 韓 旋 で 川崎 航空 機工 業 (株 )、 
日 本 国際 航空 機工 業 (株 )、 大 阪 金属 工業 
(株 ) の 三 杜 か ら 各 20 万 円 あて の 出資 を 得 
て 協力 を いた だ きま し た 。 これ ら の 協力 
会 社 か ら は 、 技 術 系 取締 役 を 非常 勤 で 1 
人 ずつ 迎え まし た 。 な お 、 監 督 長 の 要請 
に より 氏家 達夫 氏 ( 元 海軍 中 将 氏 家達 明 
氏 令 弟 ) を 常務 取締 役 に 、 ま た 、 同 氏 推 
せん に よる 平松 恒雄 氏 を 監査 役 と し て 就 
任 し て いた だ きま し た 。 

昭和 17 年 2 月 、 伊丹 工場 の 内 部 改造 、 
整備 作業 が 終了 し て 、 同 工場 内 で 開場 式 
を 挙げ まし た 。 この 式 に は 、 陸 軍 航 空 本 
部 大 阪 監督 班 か ら 監 督 官 長南 角 長 栄 少将 
を は じ め 、 多 数 の 軍人 、 軍 属 な ら び に 園 
田地 区 の 各 代 表 、 金 融 機関 代表 の 出席 が 
あり 多く の 祝辞 を うけ て 盛大 に 式 を 終了 
し 、 当 社 の 対外 行事 と し て 注目 を あつ め 
ま :ts 売 。 

その ころ 、 海 軍 航 空 本 部 で も 、 当 社 が 
製作 し た 航空 機 テ エンジン 修 理 用 工具 ユニ 


ノ ト を 兵部 と し て 調達 する こ と に 決定 し 、 
陸軍 航空 本 部 と の 間 に 、 委 託 調 弁 に 関す 


- る 協定 が 成立 し 、 陸 軍 航 空 本 部 を 窓口 と 


する 海軍 航空 本 部 委託 調 弁 分 と し て 相当 
数 量 の 契約 が あり 、 生 産 責 任 が 加重 きれ 
る こと に な り ま し た 。 . こ の 年 の 2 月 に 発 
足し た 伊丹 工場 は 6 月 に いた っ て 陸軍 航 
空 本 部 の 管理 工場 に 指定 され まし た 。 
昭和 18 年 3 月 、 軍 需 省 の 新設 に より 、 
陸軍 航空 本 部 と 海軍 航空 本 部 が 合併 され 、 
当地 の 軍 監 督 機構 も 改組 き ほれ て 、 近 畿 軍 
雷 監 督 部 が 設置 され 、 陸 ・ 海 航空 本 部 の 
大 阪 監督 班 は 、 同 部 に 統合 きれ まし た 。 
し た が っ て 、 当 社 の 深江 、 伊 丹 両 工 場 は 
「 軍 需 省 管理 工場 」 と いう 肩書 き に 変更 
きれ に ま し だ 。 

昭和 18 年 6 月 、 当 社 の 本 社 を 両 工場 の 
連絡 に 至便 な よう 大 阪 市 北 区 梅 枝 町 、 宇 
治 電 ビ ル 9 階 に 移し まし た 。 

昭和 18 年 10 月 、 深 江 工 場 の 隣接 地 を 軍 
当局 の 指示 に よっ て 所 有 者 か ら 譲 り 受 け 
て 、 現 在 の 面積 に まで 拡張 し まし た 。 
太平 洋 戦争 は 激化 し まし た が 、 
日 本 の 勝利 を 信じ 軍 電 の 増産 に は げ み ま 
し た 。 当社 も 深江 、 伊 丹 両 工 場 を あげ て 
特殊 性 の ある 重要 航空 兵器 の 増産 に 間 進 
し まし た 。 さら に 、 昭 和 19 年 に は 、 米 軍 
機 の 本 土 襲 来 度 も 頻発 し 、 当 社 も 軍 当 局 
の 指令 に よっ て 、 伊 丹 工 場 は 国鉄 福知山 
沿線 奥野 々 地区 へ 、 深 江 は 奈良 県 生 
お 
肖 り 朱 人 だ 。 

昭和 20 年 に 入っ て 、 米 軍機 の 本 土 大 都 
市 爆撃 は 本 格 化 し た た め 、 東 京 、 大 阪 、 


国民 は - 


名 古屋 の 被害 は 甚大 で 生産 設備 は 壊滅 に 
頻 し まし た 。 伊丹 工場 は 15 0 余 発 も の 焼 
夷 弾 の 一 斉 投下 を うけ 二階 建 120 坪 の 独 
身 寮 が 全焼 し 、 深 江 工 場 も また 、 被 害 を 
うけ まし た が 、 防 火 活 動 が 効 を 奏し 焼失 
を まぬがれ まし た 。 断末魔 の 苦し み の な 
か で も 、 な お 作業 は つづ けら れ ま し た が 
生産 は 思う よう に 、 は か どり ませ ん で し 
605 


終戦 と 戦後 の 混乱 期 

昭和 20 年 8 月 15 日 、 つ い に 終 戦 を 迎え 
て 、 ひ と と き は 、 み な 虚脱 状態 で し た 。 
当社 の 伊丹 工場 で は 、 ほ っ そく 100 人 余 
の 学徒 動員 部 隊 が 解散 し 、 徴 用 の 素人 工 
は 、 ほ と ん ど 退 職 し まし た が 、 あ と 300 
余人 の 従業 員 対 策 に 困難 を きわ め ま し た 。 
希望 人 職 を すす め て 、 よ う や く 100 人 に 
減じ 、 深 江 工 場 も 150 余 人 の 言 て い ど に 
減じ し まし た 。 

戦争 は 終っ て も 、 そ の 後 始末 は 困難 を 
きわ め ま し た 。 将来 の 不安 な ど つ ぎ つ ぎ 
に 襲い か か る 目 に 見 えな い 戦 い を 覚悟 し 
な けれ ば な り ま せん 。 この 混乱 時 代 に は 
慎重 に 対策 を 練る な どの 余 祐 も あり ませ 
ん 。 と に か く 切 り 抜 ける 道 を の み 探 し ま 
村 売 。 

その 結果 、 伊 丹 工場 は 、 が ガレ ー ジ ・ ジ 
ャ ッ キ と ラジ オォ 用 スピ ー カ ー の 製作 、 深 
江 工 場 は と リン ダー・ ボ ポー リン グマ シン 、 
自動 車 用 工具 の 製作 に 切り か える こと に 


決定 し ま し 2w。 


シリ ンダ ー・ ボ ポー リン グマ シン は 月 産 
50 台 の 目論見 で し た が 実際 の 売れ ゆき は 
10 合 に すぎ ず 、 い ささ か 当て は ずれ で し 
た 。 これ は 、 耐 久 機械 で 需要 に 限界 が あ 
る うえ る 、 戦 前 に 生産 実績 の ある メー カー 
が 復帰 し た か ら で あ り ま す 。 ま た 、 が ガレ 
ジャ ッ キ に し て も 、 ラ ジオ 用 スピ 
ー カ ー に し て も 、 生 産 が 軌道 に の る まで 
に は 、 相 当 の 日 数 を 要する の で 、 操 業 に 
と も な う 諸 経費 の 累積 は 容赦 な く 赤 字 を 
増やす ば か り で し た 。 た だ 深江 工場 の 自 


ー ジ ・ 


動車 用 工具 だ け は 、 生 産経 験 の ある 品種 
で すか ら 赤 字 の 発生 は まぬがれ まし た 。 
この よう な 抽 劣 な 経験 を つづ ける うち に 
子 想 も し な い 事 態 に 直面 し まし た 。 


戦時 補償 特別 税 の 試練 

戦時 中 に 軍部 に 納め た 兵器 、 資 材 の 代 
金 は 昭和 20 年 8 月 15 日 以降 に 受領 し た も 
の は 、 理 由 の 如何 を 問わ ず 、「 戦 時 補償 
特別 税 」 と いう 名 目 で 申告 納税 し な けれ 
ば な らら なくなり まし た 。 も し 申告 に 虚偽 
な ど が あっ て 、 そ の 事実 が 判明 し た 場合 
は 、 そ の 人 金額 の 5 倍 相 当 の 金額 を 追徴 す 
る 、 ま た 、 こ の 義務 を 負う 企業 法人 が 、 
その 後に 解散 も し く は 有 崩 解 の 事態 が ある 
場合 で も 企業 経営 主宰 者 は 、 個 人 と し て 
同 税 納入 の 責務 を 負 ) も の で あぁ る - 一 一 と 
いう 昔 酷 な 徴税 内 容 で し た 。 

当社 の 申告 税額 は 約 500 余 万 円 に の ぼ 
り 、 当 時 と し て は 慕 大 な 金額 で あり 、 ま 
さ に 恐怖 と 戦 選 を 覚 を る ほか あり ませ ん 
で し た 。 大蔵省 で は 、 こ の 戦時 補償 特別 
税 を 負担 する 企業 会 社 を 特別 経理 株 式 会 
社 と いう 性 格 と し て 、 同 税 に 対す る 経理 
上 の 勘定 科目 を “特別 損金 " で 処理 する 
こと 、 こ の 方 法 と し て 現有 会 社 で お こ 
う も の と 第 二 会 社 を 新設 する 二 つ の 方 法 
の うち どれ か を 選び 申請 せよ と 通達 を 出 
し ま し だ 。 

当社 で は 、 伊 丹 工 場 を 処分 し て 税金 を 
調達 する 以外 に 方 策 が な く 、 ま た 、 工 場 
の 処分 の 時 期 も 見 通し の た た な いま ま に 、 
第 二 会 社 を 新設 する こと に さだ め 、 申 請 
を お こない まし た 。 
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第 二 前 田 金属 工業 株 式 会 社 

前 田 金属 工業 株 式 会 社 を 旧 会 社 、 す な 
わ ち 清算 会 社 に し て 、 伊丹 工場 を 所 有 物 
件 に する と 同時 に 、 第 二 会 社 を “第 二 前 
田 金属 工業 株 式 会 社 " の 社名 で 新設 し 、 
深江 工場 を 同社 に 現物 出資 し 、 そ の 後 の 
経営 の 一 切 を 同社 に 委譲 する こと に し ま 
し た 。 同社 の 資本 金 は 、I 旧 会 社 か ら 現 物 
出資 の 150 万 円 と 、 新 ら た に 現金 払込 み 
150 万 円 を あわ せ た 300 万 円 と し 、 商業 
登記 を し た の は 昭和 24 年 7 月 で し た 。 


伊丹 工場 を 旧 会 社 に 所 属さ せ て 企業 整 
備 に 移る まで の 当社 の 財政 状態 に つい て 、 
さら に 記録 し て お きま す 。 

ば く 大 な 戦時 補償 特別 税 の 重荷 を 負う 
よう に な っ た 昭和 22 年 の 初期 に 、 特 別 経 
理 株 式 会 社 の 性 格 で 経営 を すす め ぎ ざる を 
えな く な っ た 当社 は 、 納 税 資金 調達 の た 
め に は 、 伊丹 工 場 を 処分 する 以外 に みち 
の な い 破 目 と な り ま し た 。 そこ で 同 工 場 
を 閉鎖 し まし た 。 従業 員 の 整理 に 入っ た 
の は 翌 23 年 で し た 。 深江 工場 の 一 部 配置 
転換 の 従業 員 を 除い て 大 部 分 の 人 びと に 
会 社 の 事態 を 説明 し な が ら 退 職 勧 告 に つ 
と め ま し た が 、 そ の 間 の 事情 に は 聞 余 曲 
折 が 伴 な いま し た 。 宇治 電 ビ ル に あっ た 
本 社 も 、 深 江 工 場 に 戻し 、 本 社 工 場 と し 
て 、 生 産 に 販売 に 将来 の 運命 を 賭け る こ 
と に な っ た の で す 。 

戦後 の 経営 の 容易 な ら ぬ 事態 に 財政 は 
苦し く 、 企 業 体 で の 給料 遅配 は 珍 ら し く 
あり ませ ん で し た 。 当社 の 内 情 も まっ た 
《 く 同じ よう で あり 苦 難 の 時 代 が つづ いて 
ka まだ 。 

この よう な 社会 情勢 の な か で 、 当 時 大 
阪東 部 地区 を 震 駿 させ た 当社 の スト ライ 
キ が あり ます 。 こ の 争議 は 複雑 な 経緯 が 
あっ て 、 あ わ や 撃 突 の 瞬間 と な っ た と き 、 
私 の 決断 で ロッ クア ウト を 宣 し まし た 。 
これ が 解決 の 糸口 と な り ま し た が 思い 出 
し て も 感 低 無量 で す 。 

その の ち 、 生 産 意欲 の ある 人 びと ば か 


り を 集め て 、 一 ヵ月 後に は 工場 の 扉 を 開 
きま し た 。 これ を 契機 に 、 当 社 の 生産 は 
積極 性 を お び 、 合 理性 を と り も どす こと 
2 の S で きま も だ 。 

ここ で 、 終 戦 以 来 、 打 ち つ づく 不 合理 
的 経営 に よる 累積 欠損 の 処理 は 、 第 二 会 
社 設 立 に あたっ て 、 ど う 取 扱う か が 問題 
に な り ま し た 。 結 局 は 、 旧 会 社 の 資本 金 
150 万 円 を 100 パ ー セ ント 切り 捨て る こ 
と に 決定 し た の で す 。 この 決断 措置 に よ 
っ て 、 人 金融 機関 を は じ め 、 取 引 先 に 対す 
る 負債 は ほ きれいに 整 理 さ れ 、 迷 惑 を か け 
ず に 当社 の 対外 信用 を 保持 する こと が で 
きま し た 。( 切 り 捨 て 不可 避 の 傾向 は 当時 
の 情勢 で 、 ど うし て も 止む を えな か っ た 
も の で す )。 た だ 気の毒 な の は 株 主 で す 。 
当時 の 株 主 で あっ た 川崎 航空 機工 業 (株 )、 
内 外 綿 (株 ) を は じ め 、 当 時 の 会 社 役員 席 
に お られ た 株 主 諸 賢 に 対し 深 基 な る 謝意 
を 表し ます 。 

いっ ぱ う 、 旧 会 社 の 清算 事務 は 、 第 一 
に 伊丹 工場 の 売却 が 主 な も の で あり ます 
『、 窒 易 に 進 渉 せ ず 、 よ う や く 昭 和 27 年 
に いた っ て 尼 崎 市 役所 に 譲渡 契約 が ま と 
まり 、 売 却 代金 も 戦時 補償 残金 300 余 万 円 
に 見 あう て い ど で 受渡 し が 完了 し まし た 。 
売却 代金 は 右 か ら 左 へ 大 阪 国税 局 収税 官 
の 手元 に 渡し 完納 し まし た 。 戦 時 補償 特 
別 税 の 滞納 金 を 納め て 東 縛 か ら 開 放さ れ 
た と き は 、 安 増 の 吐息 を つき 晴れ ば れ と 
し た 気分 に な っ た も の で す 。 


再び 、 前 田 金属 工業 株 式 会 社 へ 

ここ て で 清算 事務 は すべ て 完了 し 、 同 社 
は 解散 し 新 会 社 第 二 前 田 金属 工業 株 式 会 
社 は 、 再 び 「 前 田 金属 工業 株 式 会 社 」 に 
復帰 的 改称 を お こない まし た 。 

昭和 29 年 12 月 、 当 社 の ソケット レンチ 、 
スパ イラ ル エ キス パン ジョ ン リ ー マ 、 バ 
ルプ シー トカ ッ タ が 通産 省 か ら 優良 自動 
車 工 具 A 級 の 認定 を うけ まし た 。 

昭和 30 年 9 月 か ら 同 34 年 7 月 まで に 、 
ツケ ッ ト レ ンチ ナチ 用 ソケット 、 エ キス テン 
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ショ シン バー、 ナ ッ ト ス ビシ ナー バン 比 小 。 
スラ イデ ング ハン ドル 、 ラ チェ ッ ト ハ ン 
ドル 、 ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イン ト の 多種 類 、 
昭和 38 年 1 月 に メガ ネ レ ンチ 、 昭 和 39 年 
2 月 に スパ ナ の 合計 8 種類 が 日 本 工業 規 
格 許可 工場 の 許可 を うけ まし た 。 


ドコ 


水田 金 怠 系 式 傘 腎 28 水 疫 iia。、 - 
還っ う ネ ュ 有 6 ョ な oo 】 


昭和 34 年 5 月 に は 当社 の 東京 営業 所 を 
東京 都 港 区 芝 浜 松 町 に 開設 、 初代 所 長 
に 佐々 木 孝治 氏 が 就任 し まし た 。 

昭和 34 年 9 月 、 通 産 省 の 行政 指導 の も 
と に 自動 車 機械 工具 の 製造 業者 に よる 自 
動車 機械 工具 工業 会 が 全国 的 な 組織 を も 
っ て 東京 に 設立 され 、 当 社 を 代表 し て 、 
社長 の 私 が 初代 理事 長 に 就任 し 、 同 団体 
統括 の 責任 を 負い まし た 。 ま た 、 昭 和 35 


年 11 月 に は 、 こ の 自動 車 機械 工具 工業 会 . 


が 主体 と な っ て 通産 省 の 幹 旋 に よっ て 欧 
米 自動 車 機械 工具 工業 界 を は じ め 、 あ ま 
ね く 自 動車 工業 界 を 視察 の た め 、 私 が 団 
長 と な っ て 視察 団 を 編成 し 45 日 間 の 日 程 
で 渡航 し まし た 。 

昭和 37 年 7 月 か ね て わが 社 が 輸入 手配 
中 の 通産 省 幹 旋 で アメ リカ の ワシ ント ン 
輸出 入 銀行 融資 に よる アメ リカ 、 ナ ショ 
ナル マシ ー ナ リー 社 製 1.000tons 高速 度 
巨大 プレ ス 1 基 が 、 当 社 本 社 工場 に 入荷 
据付 け を いた し まし た 。 工具 メー カー と 
し て は 、 最 初 の 設備 機械 の 輸入 で あり 業 
界 の 注目 を あつ め ま し た 。 

昭和 38 年 5 月 、 当 社 は 資本 金 11 ,000 万 
円 と な り 、 そ の 株 式 は 大 阪 証券 取引 所 第 
2 部 に 上 場 さ れ ま し た 。 つい で 増資 に よ 
り 資本 金 17 ,000 万 円 に な り ま し た 。 
同年 同月 、 自 動車 機械 工具 の 製造 開発 


に 功績 が あっ た と し て 、 私 は 名 準 あ る 藍 
緩 褒 賞 を 授与 され まし た 。 
し 発展 する 交 か し ぃ い 途上 で 、 は か ら 
一 洲 の 黒い 影 が し の び 寄 り ま す 。 そ 
ーー 
が 、 た と えー 時 的 に し て も ハン ディ キャ 
二 22 あ っ: だ と と です 。 

すなわち 、 当 時 と し て 最大 の 1,000tons 
高速 度 巨大 鍛造 プレ ス を 、 米 国 よ り 輸 入 
し て 当社 工場 に 据付 けた こと は 、 大 い に 
、 生 産 性 を 期待 し た と ころ で す が 、 こ れ に 
要 し た 設備 に 1 億 円 余 の 資金 負担 を 増し 
_ た ば か り で な く 、 同 機 に よる 鍛造 作業 の 

実際 に は 、 本 の 拓 反 の 半 
に 思わ ぬ 時 日 が か か り 、 長 期 に わた る 経 
済 的 ロス を まね きま し た 。 

よう や く プ レス が 本 来 の 能力 を 発揮 し 
て 軌道 に の り 、 当 社 の 総合 業績 に 寄与 し 
まし た の は 昭和 40 年 下期 か ら で あ り ま す 。 

鍛造 設備 と 壮行 し て 、 仕 上 げ 、 機 械 加 
工 、 熱処理 な どの 設備 に つい て も 、 自 動 
化 、 単 能 化 な ど 高 能率 化 に 役立つ 諾 施設 
を 次 々 と 導入 し て 品質 性 能 の 向上 に つと 
め る 体制 を 整え まし た 。 
企業 運営 の 基幹 で ある 経営 陣 に つき ま 
し て も 、 つ ね に 有 能 な 役員 に よる 協力 体 
制 を 中 核 に し て 、 生 産 、 販 売 を 始め 、 管 
理 部 門 の 強化 に 優秀 な 幹部 職 を 配置 し ま 
し た 。 と くに 当社 伝統 の 優れ た 技術 陣 の 
活躍 を 中 心 に 、 全 従業 員 が 一 丸 と な れる 
協力 ムー ド の 浸透 を は か り 、 企 業 の 発展 
を は か っ て お り ま す 。 

か よう に し て 、 わ が 前 田 金属 工業 株 式 会 
社 は 、 過 去 に 紀 余 回 折 の 歴史 を 経 ま し て 、 
予期 せ ぬ 苦杯 を 営め ゆな が ら 、 こ れ ら を 克 
服 し 、 早 や 創立 30 周 年 を 迎え 赦し た 。 ま 
こと に 感 低 無量 に 存じ ます 。 

ト ネ 印 工具 は 、 皆 さま より 優秀 工具 の 
イメ ー ジ を いた だ いて いる こと に 感謝 し 、 
この うえ と も 微力 を さき さげ た いと 思い ま 
す 。 御 愛 願 を 併せ て 願い あげ ます 。 


会 社 の あら まし 


当社 は 計 と すじ に 40 数 余年 、 わ が 械 文明 開花 と と も に 創業 
1 の | お に 国 運 と と も に 幾多 の 困難 を の りこ え 、 つ ね に 業界 の リー ダ 
ー ゼ 鍋 乱 ん で 今日 に いた っ て お り ま す 。 今後 、 さ ら に 激しい テン ポ で 
新 の な か で 、 金 従業 員 の 一 致 協力 の も と 、 伝統 的 な パイ オニ ア 
精神 を 一 層 発 揮 し て 明る い 未 来 へ 大 きく 飛 曜 し よう と し て いる の で す 。 


沿 革 
年 代 | 生 剖 目 | 資本 金 | 事 


大 正 14 年 | 工 具 商 (個人 ) | 大 阪 市 福島 区 に お いて 前 田 軍 治 商店 開業 


昭和 13 年 | ソ テ ァ ッ トレンチ が 円 | 大 阪 市 東成 区 (現在 所 ) に お いて 前 田 金属 
単 能 レン チ ・ 0 | 工業 (株 )( 社 長 前 田 軍 治 ) を 設立 


昭和 15 年 | スパ イラ ルリ ー マ 8 提 
生ま * 軍 航空 本 部 の 監督 工場 に 指定 され る 


昭和 16 年 150 | 第 二 次 大 戦 碗 _ 
二 拓 池 中 雇 た 尼崎 市 園田 に 伊丹 工場 を 建設 

昭和 18 年 | 訂 本 社 を 大 阪 市 北 区 宇治 電 ビ ル に 移す 
深江 工場 、 伊 丹 工場 共 軍需 省 管理 工場 
指定 され る 

昭和 20 年 | 本 来 の 品目 に 復帰 第 二 : 

昭和 22 年 伊 凡 工場 閉鎖 、 本 神 を 深江 工場 に 移す 

昭和 24 年 300 | 企業 再建 整備 法 に 依 り 会 社 解散 、 第 二 前 


6 金属 工業 (株 )( 社 長 前 田 軍 治 ) を 設立 
前 田 金属 工業 (株 ) と 改称 、 通 省 優 邊 
動車 工具 A 級 認定 品 の 資格 を 受け る 

日 本 工業 規格 (JTS) 表 示 許可 工場 の 資格 
を 受け る 、 


昭和 28 年 | ネイル ナッ トレ ン 


昭和 30 年 


900 

2,000 | 東京 都 港 区 に 東京 営業 所 を 開設 
自動 車 機械 工具 工業 会 が 結成 され 、 初 代 
理事 長 に 前 田 軍 治 が 就任 


昭和 32 年 
昭和 34 年 


昭和 35 年 3,500 

昭和 36 年 | メガ ネ レ ンチ 7,000 

昭和 37 年 | 両 ロ スパ ナ 11 .000 ー り 1.000t 高 速度 巨大 プレ ス を 購入 
設 


昭和 38 年 17 ,000 | 大 阪 証券 取引 所 第 2 市 場 に 上 場 
前 田 軍 治 が 藍 緩 客 賞 を 受賞 

昭和 39 年 18,387 

昭和 40 年 | プー ルド スパ ナ 

昭和 4t 年 | ララ と ネー ショ ン 

昭和 42 年 | パワ ー レ ンチ 札幌 市 北 四条 に 札幌 出張 所 を 開設 

福岡 市 西 中 粗 に 福岡 出張 所 を 開設 
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ト の 工具 は こう し て 高 精度 の 品質 と 大 量 生産 
と っ ご 0 / ト ネ の 工具 は 、 前 田 金属 の 伝統 的 な パイオニア 精神 の も 


に 、 そ の た ゆま ざる 技術 開発 と 厳格 な 品質 管理 に よっ て 、 


生産 され ま 3 頼 さ きれ る トッ プレ ベル の 製品 を 続々 生産 し て いま す 。 生産 
備 、 技 術 、 管 理 な ど あ ら ゆ る 面 で 業界 を リー ド す る ト ネ の 
場 で は 、 高 い 精度 の 工具 を ムラ な く 大 量 に 生産 し て 皆さま 


お と どけ し て いる の で す 。 


ソケット レン チ 


1 . 全 自 動 高 速 鍋 盤 2. 高周波 誘導 加熱 装置 3 . 160 ト ンマ イプ レス 


スパ ナ ・ メ ガ ネ レ ンチ 


連続 式 鍛 造 加熱 炉 3. 1.000 ト ンマ キシ プレ ス 


1. 精密 切断 プレ ス 


スパ イラ ルリ ー マ 


1. セン 角 2 . 自動 式 深 孔 ボー ル 盤 3. 全 自 動 溝 切 フ ライ ス 毅 


バル プシ ー ト カッ ター 


La 


1. 外 旋 セン バン 2. 刃 切り 盤 3 . 全 自 動 連続 式 光 輝 熱 処理 炉 
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5 . 全 自 動 連 続 式 光輝 熱処理 炉 6. メッ キ 


5 . 全 自 動 連続 式 光輝 熱処理 炉 6. メッ キ 


4 . 浸炭 熱処理 炉 


4. 研磨 機 


す ぐれ た 技術 と 
精鋭 を 誇る 機械 設備 群 


! 


工具 の 生命 は 、 す ぐれ た 精密 度 と た たくましい 強 度 で す 。 ト ネ 
の 工具 は 当社 が 業界 に 誇る 米国 ナシ ョ ナル マシ ナリ ー 社 1000 t 
高速 精密 鍛造 プレ ス を は じ め 、 移 動 式 高周波 誘導 加熱 装置 ・ 連 
続 式 無 酸 化 雰 囲 気 焼 入 焼 戻 自 動 装置 な ど 、 数 多く の 最新 鋭 機械 
設備 群 に よっ て 生産 され て いる 最高 級 工具 で す 。 

この よう に 、 業 界 の トッ プ を ゆく 最高 度 の 近代 設備 と 高度 に 
標準 化 さ れ た 生産 管理 の も と で 製造 され る ト ネ の 工具 は 、 機 械 
加工 に よる 人 金属 繊維 流動 (ファ イ バ ー フ ロー) の 分 断 を 防止 し 
骨 間 加熱 と 巨大 な 鍛造 エネ ルギー に よる 鍛錬 効果 に よっ て 、 他 
社 の 追従 を 許さ な い 耐 久 性 と 精密 度 を も っ て いま す 。 


@1000{ 高 可 精 審 鍛 造 プ レス と 付属 設備 

ト ネ の 工具 の 鍛造 は 、 こ の 巨大 な 精 客 鍛造 プレ ス で 瞬間 成形 
され ます 。 

各種 作業 工具 、 自 動車 整備 用 工具 や その 小物 部 品 の 鍛造 に は 
ほとん どの 工具 専門 メー カー が エ ヤ ス タン ププ ハンマー を 使用 し 
て いま す の で 、 そ の 鍛造 成品 の 精度 は 大 部 分 を 作業 者 の 熟練 度 
つま り 経 験 と 勘 に 依存 し て で いま す 。 し た が っ て 精度 に ムラ が あ 
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フラ イ ホ イー ル 式 彦 擦 圧接 機 


全 自 動 連 統 式 光 郊 熱処理 炉 


り 、 均 一 高 精 度 の 製品 を 大 量 生産 する こと が で きま せん で し た 。 

し か し 、 ト ネ で は 業界 に きき が け て 米国 の ナシ ョ ナル ・ マ シ 
ナリ ー 社 か ら 1000 1 高速 精密 鍛造 プレ ス を 導入 し 、 高 水準 の 精 
度 で 大 量 に 鍛造 する 道 を きり ひら きま し た 。 

この 鍛造 プレ ス の 瞬間 成形 に よっ て 、 成 品 の ファ イ バ パー フロ 
ー は 表面 形状 に 見 事 に そっ て 流れ 、 し か も 高い 級 密 度 が 得 ら れ 
ます 。 し た が っ て 、 精 度 、 耐 久 度 お よび コス ト の 各 分 野 で 他社 
の 追従 を 許さ な いす ぐれ た 製品 が 生産 され て いま す 。 

く < 灯 油 尊 急速 自動 連続 加熱 炉 > 

この 精鋭 プレ ス の 女房 役 と し て 働く 加熱 装置 に は 、 こ れ も ト 
ネ が いち 早く 開発 し 建設 し た 灯油 尊 の 急速 自動 連続 加熱 炉 が あ 
り ます 。 

従来 の 重油 の バッ チ 型 炉 の よう に 、 一 度 に 大 量 の 加工 品 を 装 
入 し て 、1 コ づつ 鍛造 し て ゆく 方 法 で は 、 脱 炭 や 結晶 粒度 に ム 
ラ を 生じ る 欠点 が あり ます 。 

ト ネ の 加熱 炉 で は 、 1 コ で つ 連 続 し て 自動 的 に 炉 に 装 入 され 
て 、 特 殊 な 灯油 バー ナー に よっ て 急速 加熱 され 、 均 一 な 適正 温 
度 で プレ ス へ 供給 され ます の で 成品 の 結晶 粒度 は 微細 で 、 し か 
も 均一 な 分 布 を 示し ます 。 

この す で ぐれ た 精鋭 鍛造 設備 の コン ビ に よっ て 生産 され る ト ネ 
の 工具 は 、 高 い 精 度 と と も に 強壮 性 に お いて も 他 銘 柄 を リー ド 
する トッ プレ ベル に ある の で す 。 精度 と スタ ミナ で 、 絶 対 の 信 
頼 を いた だ いて いる TONE の 工具 の 秘密 が ここ に も ある の で 
ポ 。 


4 
: 匠 


鍛造 用 高周波 誘導 加熱 装置 入力 95KVA 周波 数 50KC 


@ 移動 式 高周波 誘導 加熱 装置 

材料 を 鍛造 成形 する た め の 加 熱 装置 と し て ほ 、 従 来 ほ と ん ど 
重油 炉 を 使用 し て いま し た 。 この 重油 炉 に よる 加熱 の 欠点 は 、 
製品 に スケ ー ル 傷 や 脱 炭 な ど が お き 、 品 質 に バラ ツキ が ある こ 
と で す 。 

ト ネ の 技術 陣 は 、 こ の 欠点 を 決定 的 に 解決 する た め 移 動 式 高 
周波 誘導 加熱 装置 を 開発 し 、 品 質 の 均 二 化 に 成功 し まし た 。 

この 加熱 装置 で は 、 わ ず か 数 秒 と いう 超 短 時 間 で 適正 温度 に 
加熱 され た 製品 が ギヤ コン と いう 自動 送り 装置 で 正確 な 時 間 間 
隔 で プレ ス に 運ば れ ま す 。 こ の 瞬間 昇 温 に よっ て 、 ス ケー ル を 
発生 し た り 、 脱 炭 す る 余 祐 も うまれ な い の で す 。 し か も 電圧 、 
材料 送り 時 間 間 隔 の 自由 な コン トロ ー ル に よっ て 、 温 度 と 処理 
量 は 自由 に 調節 で きま す 。 そ の うえ 重油 炉 の よう な 熱気 や 騒音 
も な く 、 清 深 で 衛生 的 な 環境 で 作業 が で きる な ど 、 物 理 的 に も 
精神 的 に も 立派 な 品質 を 生む の に 大 き な 威 力 を 発揮 し て いま す 。 


@ 連続 式 無 酸化 雰囲気 焼 入 ・ 焼 戻 自動 炉 
この 装置 で は 、 製 品 の 材質 、 と くに 庶 素 含有 量 に 応じ て 最も 
適当 な 組織 の 雰囲気 中 で 加熱 で きる よう PX ガス 変成 炉 を 採用 
し て 完全 な 中 性 雰囲気 に する こと が 可能 で あり 、 ま た 最良 の 焼 
入 組織 に する た め 3 芝 式 自動 温度 制御 装置 を 装備 し て いま す 。 
現在 で も 、 ま だ 多く の 工具 メー カー で は 、 重 油 燃焼 炉 や 普通 
の 電気 焼 入 炉 で 焼入れ を お こ な っ て いま す が 、 焼 入行 程 で 酸化 


性 の 燃焼 ガス や 高温 の 空気 の た め 脱 炭 や スケ ー ル が 発生 し や す 


」 


商 速 涯 能 機 


い 欠 点 を も っ て いま す 。 し か も 、 重 油 手 焼 入 炉 の 作業 な ど で は 
昔ながら の 火 色 を みて 温度 を 判断 し た り 、 温 度 計 が あっ て も 、 
炉 内 の 製品 と の 温度 差 が 一 定 で な いな ど 作 業者 個人 の 熟練 度 に 
よっ て 品質 に 大 き な バ パラ ツキ が 生ま れ ま す 。 

より 強く 、 よ り 軽 く 、 し か も 品質 が つね に 均一 で どれ を と っ 
て も 信頼 で きる 工具 を 大 量 に 生産 する た め に 、 ト ネ で は 、 こ の 
連続 式 無 酸化 雰囲気 焼 入 ・ 焼 戻 自動 炉 を 設置 し 、 素 材 か ら 完 成 
品 まで 完全 に 品質 管理 され た 自動 化 設備 を つく りあ げ ま し た 。 


@ フ ライ ホイ ー ル 式 摩擦 圧接 機 
東芝 機械 (株 ) 製 〕 
軸 物 ( 長 尺 物 ) で 、 両 端 お よび 片端 が 軸 よ り も 大 き な 製 品 加 
工 の た め に 開発 され 、 当 社 居 導 入 さ れ た 新鋭 機械 で す 。 
従来 、 こ の よう な 加工 に は 、 中 実 丸 材 か ら 削 り だ す 方 法 と 、 
フラ ッシュ バッ ト 溶 接 の 方 法 な を ど が あり まし た が 、 前 者 で は 生 
族 性 に 後者 は 品質 上 に 問題 が 多く あり まし た 。 こ の フラ イ ホ イ 
ー ル 式 摩擦 圧接 で は 、 加 工 物 の 材質 と 圧接 面積 に よっ て 、 圧 接 
に 必要 な 主軸 の エネ ルギー を フラ - イ ホイ ー ル の 枚数 に より 規定 
し ます 。 そう し て 固定 側 の 加工 物 を 一 定圧 力 で 押し 付け 、 加 工 
物 相互 問 に 発生 する 摩擦 熱 を 利用 し て 主軸 の 自然 停止 と と も に 
加工 物 を 接合 する 方 法 で す 。 こ の 機械 で は 加工 物 の 取付 け 、 取 
は ず し 以外 は 自動 化 さ れ て いま す の で 、 均 一 し た 確実 な 溶接 が 
で きま す 。 し た が っ て 、 品 質 安定 は も と より 、 原価 低減 や 生産 性 
向上 に も 効果 を 発揮 し すぐ れ た 製品 を 生産 する こと が で きま す 。 


ト 和 ネ の 製品 販売 地区 
@ cm 


ーー 特約 店 
ーー 大 口 需要 家 


RE 鐵 半 業 


代理 店 「 3 
議 録 店 


すず ボ リロ 


国 

陰 

陸 

東京 営業 所 
関 東 
東北 
札幌 出張 所 
北 海道 
福岡 出張 所 


あら ゆる 分 野 
で 活躍 する 
TONE 


ト ネ の 工具 は 
つね に すぐ で れれ た エン ジニ ア と と も に 
あり ます 


ト ネ の 工具 は 、 自 動車 用 工具 、 各 種 作 


業 用 工具 と し て 、 生 産 工場 を は じ め 、 各 
種 サ ービス 業 、 飛 行 場 、 造 船 、 自 衛 隊 、 
農業 、 家 庭 み など あら ゆる 分 野 で 力強く 活 


暴 し て いま す 。 


ロン ニニ マム の 
MRS ーー 


hi ーー ps 


間 


略語 ら 
<TONE> の 工具 が 


cassmw= ェ ーママ ャ ーー 


本 社 事務 所 技術 開発 部 


福岡 出張 所 


| 
[ 陳 
皿 較 


製品 食 庫 


工場 内 部 


クラ ブ 活 動 
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社員 食堂 


製 品 
信頼 され る 製品 
<TONE> の 工具 


一 通産 省 優良 認定 A 級 品 ・JIS 表示 許可 品 一 


< 製品 > 

信頼 され る 製品 <TONE> の 工具 

一 通産 省 優良 認定 A 級 品 ・JIS 表示 許可 品 一 

が っ : ち り と 

た く 〈 く まし い 手 に 握ら れる <TONE> 

ーー その た くま し い 肌 ざわ り 

ぴっ た り と 

くる いな く 作 動 す る 工具 <TONE> 

ーー その 精 密 な か が や き 

名 匠 の 刃 の よう に | 
と き に 、 激 し く か た < ' 
と き に 静か で か ろ や か | 
<TONE> の 工具 一 一 ] 
その ひと つ ひと つ に 秘め た 
伝統 と 技術 の 結晶 


ク ク ? 


スソ \ ナ 


薄く 軽く 強い スパ ナ 
ト ネ が 開発 し た ト ネ だ け の 強 湯 鋼 


スパ ナ は 、 入 りく ん だ 機械 の な か の ボル ト や ナッ ト に も 使え る よう に 、 で きる だ 
け 薄 く 軽 く 、 し か も 耐久 力 と 耐 摩 炒 性 が すぐ れ て どん な 悪 条 件 に も 耐え る 強 さ が 求 


ぬら れれ ます 。 


この 3 つの 特長 を 完全 に そなえ た 理想 の スパ ナ が ト ネ の ゴー ルド スッ パナ で す 。 

ニッ ケル 、 ク ロム 、 バ ナジ ウム 、 モ リプ デン 鋼 な を ど を ト ネ 独 自 の 配合 に よっ て つ 
くり だ し た 特殊 な 鋼 種 が スパ ナ に 比類 な い 性 能 を も た らし まし た 。 この JIS 規格 に 
すら な いす ぐれ た 素材 の 配合 こそ を ト ネ の 技術 陣 が 開発 し た スペ パナ の 最高 級 品 ゴール 


ドス ペナ で す 。 


や ヤリ 形 両 ロ スパ ナ 
区 げ モ ー メ ント 人 * ce 
(Km) 曲げ モー メン ト 比 較 グ ラフ 


TONE ゴー ルド 


他社 一 級 品 


TONE 社内 規格 
JIS 


セッ ト 内 容 


= 


TONE スタ ンダ ー ド 


8X9 17 19 


そり 形 両 ロス パナ 厚み 寸法 比較 グラ フ 
( 提 重 量 位 9 製品 重量 比較 グラ フ an ヤ やり 形 両 ロ スパ ナ 


8X9 10X12 12X14 14X7 17X19 19X21 21X23 23X26 (呼び 二流 ] 8X9 10X12 12X14 14X】7 17xX19 19X2】 21X23 23X26 (呼び す 法 ) 
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90 


40 


50 


テ < 全 負 慎 病 


V SN が 
四 ーS | 中 


⑱ ニッ ケル クロ ー ム モリ プ デ ン バナ ジュ ー ム 鋼 製 


ゴー ルド スパ ナ 6 丁 組 
(スタ ンダ ー ド タイ プ ) 


ケー ス 寸 法 
た て 1I23 路 
よ こ 248 路 
た か さ 56 中 
セッ ト 重 時 0.72kg 


脱 大 組 織 (顕微 鏡 写真 B の 白い 部 分 ) に な っ て いる と 
耐 摩耗 性 、 耐 久 力 が 落ち ます 。 


顕微 鏡 写 真 (A) 顕微 鏡 写真 〔B) 
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ゴー ルド 両 ロ スパ 
oh ド 両 ロス パナ 


ex 時 185 | 19.05 


2 先 X 移 210 | 22.22 


[Wi aels4laal sl 
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シル バー 両 ロ スパ ナ ( ス タン ダー ド タ イ プ ) シル バー 両 ロ スパ ナ ( ス タン ダー ド タ イ プ ) 


30 る 


le | 
| 発 X 苑 | leo |is.lisoml 3% | 32 | 75|7 | 


7 
7.5 | 17 7 
6x 婦 185 | i9.05 | i7.46| 40 37 | 2! | 9.5| 7.5 
と 今 。9/1 210 | 22.22 | 19.84 | 47 42 24.5 | 22 
230 | 25.40 | 23.8!| 53 | 49 人 


シル バー 両 ロ スパ ナ ( ロ ング タイ プ ) シル バー 両 ロ スパ ナ ( ロ ング タイ プ ) 


の) 
の 


た 
に 、 


SS 
で 


ょ | o AS 
NIS E N | 


に 』 


メガ ネ レ ンチ 


スマ ー ト で 軽く 強力 
業界 最高 の 精密 鍛造 技術 で 生産 


シル バー の 輝き を も つ 優 美 で 機能 的 な スタ イル 。 し か も 底 知れ ぬ 力 強 さ と スタ ミ 
ナ を 発揮 する の が ト ネ の メガ ネ レ ンチ で す 。 

この 成形 面 の 美しき は ト ネ が 誇る 灯油 尊 の 特殊 な 鍛造 炉 や 、1,000 t 高速 精密 鍛造 
プレ ス な ど を 駆使 する すぐ れ た ト ネ の 技術 に よっ て つく り だ され ます 。 

また 、 業 界 で トッ プ を きっ て 採用 し た 連続 式 無 酸化 熱処理 炉 で 自動 的 に 最適 の 条 
件 で 完全 な 光輝 熱処理 が 施さ きれ 、 美 し く 軽 く 、 し か も スマ ー ト で スタ ミナ の あぁ る カ 
強い メガ ネ レ ンチ が 完成 し ます 。 


外観 写真 (A) 


弊社 製品 他社 製品 


連続 式 無 酸化 熱処理 炉 に よっ て 脱 庶 (B の 白い 部 分 ) 
の な い 強 吾 な 製品 が 得 ち られ ます 。 
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細 クロ ー ム バナ ジュ ウム 鋼 製 4。 メガ ネ レ ンチ 


$ 


メガ ネ レ ンチ (45 ) セ ッ ト 内容 


11※X13 


12X14 


3 hq ガ ネ レ ンチ NO 25OOM 


ぞ 


6 丁 組 メガ ネ レ ンチ NO 26OOM 


6 丁 組 メガ ネ レ ンチ NO 2700M 


_3 丁 組 メ ガ ネ レ ンチ No2500 


6 丁 組 メ ガ ネ レ ンチ No2600 


45 両 ロ メガ ネ レ ンチ 


45* 両 ロメ ガ ネ レ ンチ 


に 
ke/ 
内 


の 】 
よ 


記 】 
の 


(の 


elololololololelslolslslelwlslsl ょ | ら |m| ら | ら 
py に に 
の に トコ 


に 】 
ーー】 


TO 


12X14 
14X17 
17※19 
_I7X21 | 


19 X21 
19※22 


TS 
(や 


に 
1 


の 
トー】 


の 】 
ーー】 


の 


( ム 】 
し 


で 
に 


ドコ 1 バ 】 
1 に 1 
|@ ぐ | の | の | の | の らら | らら | らら |@6| ち の | ちや 96!| ち | の IO ちち | の | ょ ゃ ml の 


29 x32 
32※X35 
35 X41 
| 事 x 称 
玉 X 昆 
時 X96 
※X 計 2 
eX 
レン 人 | 


」 


KEIETI 


群 を 抜く 精度 すぐ れ た 耐 崖 耗 性 
強 法 鋼 を 最新 鋭 設 備 で 一 発 成形 


ボル ト ・ ナ ッ ト を いた め ず に 、 能 率 よ く 確 実に 締付け 締 戻 し を する た め に は 、 ソ 
ケッ トレ ンチ 用 ソケット の 精度 と 、 耐 久 力 が 必要 で す 。 ト ネ の ソケット は 精度 の 高 
さ 、 耐 摩 性 の 優秀 さき は 随 一 で 最高 の 品質 を 誇っ て いま す 。 工 具 銘 柄 の 選択 に 厳し 
い ぃ 一流 の プロ フェ ッ シ ヨ ナル も ソケット な らら 文句 な し に ト ネ を 指定 し ます 。 

最新 鋭 の 機械 設備 と 最高 の 技術 に よっ て 12 角 か ら 6 角 の ナッ ト 作 動 部 が いっ ぺん 。 
に 成形 され る 高 荷 重 一 発 鍛造 法 を 開発 し 、 き わ め て 昔 酷 な 使用 に も 耐え る 精度 の 高 
い ツ ケット ド ト を 証 塵 じ て い ます 

顕微 鏡 写真 ( A ) 顕微 鏡 写真 (B ) 


最新 鋭 の 機械 設備 と 最高 の 技術 に よっ て 表面 
に 凹凸 の な い 美 し い 仕上 面 が 得 ら ちら れ ます 。 


ソケット サイ ス 表 


差 込 角 区 
6.35 路 ( 妨 ) 


対 辺 寸 法 
5 洒 一 12 和 一 現 


9.5 (%%) 6 贅 一 23 英 ー 


12.7 嘱 () 8 比 一 33 素 ※ー1 刀 
19.0 史 ) 23 中 58 嘱 1 學 一 2 


25.4 玖 (1) 357 一 857 


ソケット 内 容 


ソケット レン チ 用 ソケット 


全長 


二 


トコ ーッ いい 


D 
D 


に NE 


ゴ 欠 4 計 
ドラ イブ 部 二 面 市 寸法 ソケット 部 深 サ ソケット 部 二 面 巾 寸法 
単位 路 


8 叫 銀 球 パ ネ カ チ 込 


下 キ スタ デシ ンジ ヨシ パー 


外 
径 


S w 
ドラ イブ 部 二 面 巾 二 ソケット 部 二 面 巾 


ラチ ェ エット ハン ドル ラチ エッ ト ハ ンド ル 


L 
ハン ドル 全長 


製品 番号 


No.415A 


容 


切 ( 湖 み 放 )19 順 セット NO 2OOM 


ケー ス 寸 法 
た て 535 路 
よ こ HI45 路 
た か さ 85 路 
セッ ト 重 量 i3kg 


切 ( 入 放 19 セッ ト No 3oo 


切 導 和み 衣 )19 中 セッ ト NO 2OO 


ケー ス 寸 法 
た て 535 史 
よ ここ 175 貴 
た か さ 83 路 
セッ ト 重 量 15.8kg 


| 聞 叶 寸法 | 共通 名 | L | S | 
し 3 | | 語 生 主 m 1 
ト に 全 一 


生ま ラチ ェ ッ ト ハ ンド ル 
Fo 


製 品番 号 


No.47|A 
No.471 日 


エキ ステ ンション バー 


S 
ドラ イブ 部 二 面 巾 寸 法 


170 


を 生 要 


HERDRRD ll he heh7 『. hah9 20|21I22|23|2.24 ze 


26|27|28I29|30 


246M 


時 に 


人 
人 
。 


FE mm 
| 人 @ | 


ハン ドル 内 容 合計 数 
[BulROk0lawl7t2lO6BG4h ッ テ ケッ ト 


E 


に 2 
に 
ト S 


剛 


RE 


Bi 


上 


回 語 = ョ ニ ーー ビビ 


た | DD 1 oO Io Io loc | お | 選 


KEO 


生 
ー- Lee 時計 


HH 
| 1 | 回国 還 |elllllllll 


し 問 Wal 晶 | 


07|321I110308 


時間 仙 時 


303211| 


ハン ドル 内 容 


較 EETEIGPHES2P2P2PYoPo 


i| | | | | | kngsmlk ! 開 開 0 


032 ソ テッ 1 半 人 


し SSSSSHHHTEH で ST 


ケー ス 寸 法 


(12.7 嘱 セッ ト NO 17O 


た て 4207 
よ こ 200 哨 
た か さ 63 
セッ ト 重 量 8.9 々 


引 入 放 12.7 嘱 セッ ト No 246M 


ケー ス 寸 法 
た て 420 
よ ここ 200 
た か さ 63 哨 
セッ ト 重 量 7.73 々 な 


切 ( 入 久 12.7 嘱 セッ ト No 26OM 


セッ ト 重 量 6.05 婦 


切 入 )12.7 セッ ト NO 750M 


5 っ 606666986898@ き 


mm 
c emm 


セッ ト 重 量 3.79 友 


み 久 12.7 中 セッ ト NO 175OM 


切 (12 .7 セッ ト NO 246 


ケー ス 寸 法 
た て 420 路 
よ ニニ 200 路 
た か さ 63! 向 
セッ ト 重 量 7.89kg 


切 12.7 中 セッ ト No 2e6O 


ケー ス 寸 法 
た て 420 嘱 
よ こ 200 路 
た か さ 63 路 
セッ ト 重 量 6.2kg 


引導 和み 放 12.7 セッ ト NO 75O 


引導)12.7 嘱 セッ ト No 77O 


ケー ス 寸 法 
た て 335 史 
よ こ 1H00 史 
た か さ 55 史 
セッ ト 重 量 3.45kg 


皿 ( 入 12.7 中 セッ ト No 8ooM 


ケー ス 寸 法 
た て 305 貴 
者 詞 737 乱 
た か さ 47 哨 
セッ ト 重 量 2.48 々 


引導 12.7 中 セッ ト No 9ooM 


切 ( 入 衝 12.7 セッ ト NO IOOOM 


ケー ス 寸 法 
た て 315 史 
和 732 統 
た か さ 47 7 の 
セッ ト 重 量 2.5 々 


切 ( 間 )12.7 セッ ト NO IIOO 


ケー ス 寸 法 
た て 265 
657 和 
た か さ 47 史 
セッ ト 重 量 1.8! 


切 ( 角 12 7 セッ ト NO 175O 


ケー ス 寸 法 
た て 335 路 
よ こ HO00 路 
た か さ 55 路 
セッ ト 重 量 3.3kg 


引導 12.7 セッ ト No 165O 


ケー ス 寸 法 
定 
よ 
た か さき さ 
セッ ト 重 量 


引導 み 久 12.7 セッ ト No IoooO 


| 
ー 面 巾 寸法 


S 


ソケット 


ソケット 部 深 サ 


さこ | 
| ・ | 


eedes 


ドラ イブ 部 二 面 巾 寸法 
12.7 
ドラ イブ 部 二 面 巾 寸法 


FE1 
に に | 


て 420 嘱 


た だ 


ソケット レン チ 用 ソケット 


呼 寸法 | 共通 


切 租 12.7 中 セッ ト No 55o 
ソケット レン チ 用 ソケット 


セッ ト 重 量 7.6kg 


ケー ス 寸 法 


称 


ディ ー マ ッ ケッ 


ドラ イィ ブ 部 二 面 店 寸 技 


ラチ エッ ト ハ ンド ル 


S W 
ドラ イブ 部 二 面 貼 寸 法 ソケット 部 二 面 店 


ナッ トス ピン ナー ハン ドル ナッ トス ピン ナー ハン ドル 


称 呼 寸法 


1Z。 子 
12.7 


スラ イデ ィング T エ ハン ドル 


製品 番号 


No.310 


オフ セッ ト ハ ンド ル 


え 区 一 TRW 


商 攻 さ VN さ 


相 ーー セー 


称 呼 寸法 


ドラ イ バ ー ソ ケッ ト 


に NNIE2 


ーー 
1 


日 ! 
| sg | ww 
還 ま 8 」 


し 

40 
| 2 | 
| < | 


13114115116117 119121123 271 | 2 220 | 204 7 | 306 | 305| 208 |! 


220 | 206 


切 (9 .5 員 セッ ト No 15oO 


ケー ス 寸 法 
た て 500 嘱 
よ こ 160 嘱 
た か さ 40 嘱 
セッ ト 重 量 4.2ke 


ソケット レン チ 用 ソケット 
全長 


ソケット レン チ 用 ソケット 


ENEIE- 
閲 計器 ナミ すべ 


ソケット レン チ 用 ソケット 


ロ 
い 
I 
ロ 


NNI に 1 
障 字 器 テ ミ マ で 


トー ム 
ソケット 部 深 サ 


54 


ラチ ェ ッ ト ハ ンド ル ラチ エッ ト ハ ンド ル 


称 呼 寸法 製品 番号 し 
9.52 No.271A 190 
9.52 No.271 日 190 


エキ ステ ンション パー 


ーー s トー 
ドラ イブ 孝二 面 巾 寸法 


ナッ トス ピン ナー ハン ドル 


S- 二 面 巾 寸法 


スラ イデ ィング T エ ハシ ドル 


スラ イデ ィング T ハ ンド ル 


ユニ バー サル ジョ イン ト 


171 1111 


ハン ドル 


セッ ト 重 量 0.76kg 


切 み )6 .95 嘱 セット NO 195OM 


ケー ス 寸 法 
た て 1I63 路 
下 。 己 。 89 
た か さ 29 路 
セッ ト 重 量 0.66kg 


切 (A』)6.35 中 セッ ト NO I85oO 


ケー ス 寸 法 
た て 1H63 路 
よ こ 69 路 
た か さ 29 路 
セッ ト 重 量 0.75kg 


引導 )6.35 嘱 セッ ト No ig5o 


ケー ス 寸 法 
た て HI63 喘 
よ こ 69 中 
た か さ 29 中 
セッ ト 重 量 0.65kg 


切 x ぁ )6.95% セッ ト NO 180OO 


ソケット レン チ 用 ソケット ソン ケッ トレ ンチ 用 ソケット 


ウー 


規 演 剛 テ で 


ド 
ラテ 
イ 
ブ 
に 
外 
径 


ドラ イブ 操 二 面 由 寸法 


ラチ ェ ッ ト ハ ンド ル チト PR 0 


ナッ トス ピン ナー ハン ドル 


ンー ドラ イ バ ー 型 ハン ドル 


ハン ドル 内 容 


紀 | 回 128| ソ タッ ト | フロ 
ラ で 


切 ぁ 6.35 素 12.7 嘱 19 路 
セッ ト NO 146 


ケー ス 寸 法 


だ 室 溢 敵 
dE 三 1g 5 
た か さ 68 呈 
セッ ト 重 量 I6kg 


ソケット アダ プター 


か wF デ ダブ プター 


称 呼 寸法 


9.52XI2.7 
12.7 交 。9.52 
12.7 X|9.05 
19.05X12.7 


コン ビ ネ ー シ ョ ンプ ライ ヤー 


コン ビ ネ ー シ ョ ンプ ライ ヤー 


特殊 合金 鋼 使 用 に よる 理想 的 な 強 さ / 
無 酸化 熱処理 に よる 最適 の 硬 さ / 

入念 な 仕上 に よる 高 精度 の 機能 部 分 / 

ユー ザー の 立場 か ら 設 計 さ れ た 快適 な グリ ッ プ の 曲線 / 


| 200 |cP-200| 202 | 


ホイ ルナ ッ ト レ ンチ ノボ ックス レン チ 


ホイ ルナ ッ ト レ ンチ 


ホイ ルナ ッ ト レ ンチ ( 両 ロ ) ホイ ルナ ッ ト レ ンチ ( 強 カ ボッ クス レン チ ) 


ジェ ンー の ea の た oONRAKA の KyoEc 人 Sacc の ーー 
製品 番号 


No34 | 
No.342 
No342L 
No.344 
No.344F 
No345 
No349 
No349 し 


3072 ) 40 


ams|+ し | ロ |s silp | 
| ol | | 


INo_343 | ssol 
| No 343L| 450 | | eoolsz |ze | 47 144 | ss | | 楽 中 物 | 
he st7 eo sl 


21 


nest7p | suxzoo | ae |m | sm | sl 
Nest | ssxaso | 5 |s | slsl 


0 の 2 の 208220200000 の 0 


へ 
っ 
球 
ーー 
ロ 
交 
\ ン 
中 
A 
ュ 
ーー 
5 
ホ 
ミ 
In 
玉 
刺 
3 


L 型 ホイ ルナ ッ ト レ ンチ < く 片 口 L 型 レン チ > 


本 型 レン チ 


T 型 フレ ックス レン チ 


T 午 フレ ックス レン チ 


クロ スリ ムレ ンチ 
クロ スリ ムレ ンチ 


称 呼 寸法 
各 サ イズ | 兄 ※ 刀 ※ 競 区 17 19※21X234※ 叶 4 8X 史 6 
Di - 26- 29.0 

29. 31.0 

31. 5 

33. -0 
M 

0 

0 

9 


15。 
17。 
18. 
20. 


U り ボル トレンチ 


スタ ッ ド ボー ルト リム ー バ ー 


スタ ッ ド ボー ルト リム バー 


バル プリ フタ ー 
バル ブリ フタ ー 


スパ イラ ルリ ー マ 


易い 切れ 味 と 安定 性 
特殊 湊 炭 で 丸 欠 け や や 開 離 を 防止 


鋭利 な 切れ 味 と 容易 な アジ ャ スト ・ こ の す で ぐれ た 特長 を そなえ た ト ネ の エキ スパ 
ンション ・ ス パイ ラル ・ リ ー マ は 特殊 な 浴 炭 を 施し た 肌 焼 鋼 か ら つ くり だ され ます 。 
従来 の 製品 で は 、 切 れ 味 を よく し よう と する あま り 過 剰 洪 胡 と な っ て 、 使用 中 に 
刃 欠 け 刃 部 剃 離 な どの トラ ブル を お こす 例 を 、 し ば し ば 見 受け ます 。 ト ネ で は 、 

浪 炭 過程 に 独自 の 過剰 兆 炭 防止 剤 を 使用 し て 、 刃 欠け や 剃 離 の 原因 と な る 不良 組織 
を 防止 する こと に 成功 し 、 し か も 安定 性 の あぁ る 快適 な 切れ 味 を いつ まで も 保つ こと 
が で きる リー マ を 製造 し て いま す 。 


過剰 次 戻さ れ た も の を 顕微 鏡 で 観察 し ます と 
綱目 状 の 炭化 物 (A に お ける 白い 輪 ) が み ら れ ます 。 


顕微 鏡 写真 ( A ) 


直径 (%) 
13 | 14 | 15 |5.88| 16 | 17 |7.45|17.6| 18 |18.5|18.65 |18.9| 19 | 20 |20.64| 21 |21.5| 22 | 23 123.4 


スパ イラ ル エキ スパ ンション リー マ 
ピス トン ピン 用 リー マ 


スパ イラ ル エキ スパ ンション リー マ 
キン グ ビ ピン 用 リー マ 


mV > 当山 へ っ 
べ で 出さ うっ 史 


称 呼 寸法 
14 
15 
I6 
17 


ター ご V mWV AH ボ H そ MI へ N こ メ 


スー ござ 


kgpE | 
|kpE | 
kpE | 
kpg | 
kp | 
kp | 


キン グ ピ ン 用 リー マ 適 用 車種 表 


< 計っ 沖 y の っ K22 バス BT K 一 50 
BOO Jes 二 二 導 ee 凍 和 2 な 
サン バー 軽 4 K 一 17 上 こ 
軽 4 K 一 20 ディ ー ゼ ル T80 K 一 45 クリッパー K 一 23 
コル ト 600 K 一 20 ディ ー ゼ ル 6TW12 Kー45 - 
wa ンダ ター K 一 28 い y 
< 人 Sh 9 ローザ K 一 28 エル フ (64 年 和 ) K 一 22 
トラ ッ ク D ロ ー1800 Kー29 トラ ッ ク T10 K 一 28 ハイ ライ ン ( ロ ング ) K 一 20 エル フィ ン (64 年 迄 )  K-22 
トラ ッ ク Eー2000 Kー29 トラ ッ ク T22 K 一 28 トラ ッ ク V100 K 一 25 エル フ (65 年 以降 ) K 一 25 
トラ テック T30 K 一 28 トラ ッ ク V 一 200 K 一 25 エル フィ ン (65 年 以降 ) K 一 25 
フン ls01 K 一 28 トラ ッ ク Dー200 K 一 25 トラ ッ ク TX K 一 38.1 
スマ ラ イト 軽 4 K 一 16 ふそう キャ ンタ ーT720 K 一 28 トラ ッ ク TS K 一 88.1 
ふそう トラ ッ ク T620  Kー85 トラ ッ ク TwW K 一 98.1 
誠 本 - 潤 S-. ふそう バス MR620 ” K85 コン テッ サ 900 K 一 21 トラ ッ ク TD K 一 45 
トヨ ョ エース K 一 18.65 ふそう トラ ッ ク T330 K 一 50 プリ スカ 900 K 一 25 トラ ッ ク TP K 一 45 
スタ ウト 1900 Kー18.65 ふそう トラ ッ ク T890 K 一 50 トラ ッ ク KM300 K 一 35 バス BX K 一 45 
ダイ ナ K 一 23.4 ふそう バス R470 K 一 50 バス RM100 K 一 35 バス BA K 一 45 
トラ ッ ク FA K 一 40 ふそう バス R820 K 一 50 トラ ッ ク TE(64 年 型 ) K 一 40 バス BR K 一 45 
トラ ッ ク FC K 一 40 バス R 日 (64 年 型 ) K 一 40 バス BU K 一 45 
トラ ッ ク DA K 一 40 トラ ッ ク KC K 一 50 
トラ ッ ク DC K 一 40 キャ プラ イト K 一 20 トラ ッ ク TH K 一 50 
バス FB K 一 40 ダットサン トラ ッ ク K 一 20 トラ ッ ク TA Kー50 
バス DB K 一 40 ジュ ニア K 一 22 トラ ッ ク TC K 一 50 
e 
バル プ ガ イド 用 リー マー 適用 車種 表 
ホ ン ダ プリ スカ 893cc 7 トヨ ペッ ト 1897cc 9 ルノー784 6 
カプ 49cc 5.5 マー 10 10 フィ アッ ト 570 6 
ベン リ イ 124 cc 5.5 イオー 70a 11 ディ ー ゼ ル 6494cc 10 フォ ルク スワ ー ゲ ン の 
ホン ダ 154 cc 5.5 イー FN 11 " 豆 " 2 - 電 。・ モリ スマ イナ ー 7 
の 7 ディー ゼル 10178cc 2 | ダイ ハッ | ヒル マン 7.9 
ドリ ー ム 305cc 7 ダイ ハツ 1490cc 8 フォード コン サル 4 7.9 
ダイ ハッ ツ 1861ec 9 フォ ー ド ゼファー6 7.9 
ダッ ドサ %950gp 7 - フィ アッ ト 1090 7.9 
キャ プラ イト 860cc 7 い す > モリ ス オ ッ クス フォ ー ド 7.9 
軽 4 輪 ( 4 気筒 ) 358 cc 6 ンー 
セドリ ッ ク 1883cc 8 いす ょ ゝ 1491cc 8i ポジ テ デ ティアック 7.9 
圭 策 89 9 セドリ ッ ク 2825cc 8 いす ゞ 1991cc 8 オー スチ ン 1500 8.7 
軽 4 輸 ( 2 気筒 ) 356 cc (2000 。 ン 
ジュ ニア ー1883cc 8 ガソリン 4390cc シボ レー 8.7 
マツ ダ 1484cc 9 に 5 
196 4 ダッ ト サ ン 988cc 8.7 ガソリン 5654cc 10 ダッ ヂ 8.7 
ダッ ト サ ン 1189cc 8.7 ディ ー ゼ ル 5654 cc 10 プリ ム ス 8.7 
ジュ ニア 1500cc 8.7 ディ ー ゼ ル 6126 cc 10 デ ソ ー ト 8.7 
愛 知 機 械 ガソリン 93960cc 8.7 ディ ー ゼ ル 6373cc 10 クラ イス ラー6 8.7 
コーー999op 7 ディー ゼル 3706cc 10 ディ ー ゼ ル 9348 cc 12 オー ルズ モビ ル 6( 救 ) 8.7 
コニー600cc 8 ディ ー ゼ ル 4941cc 10 ディ ー ゼ ル 10179cc 12 オー ルズ モビ ル ST6 8.7 
ー ディ ー ゼ ル 5812 cc 12 オー ルズ モビ ル ST 8 8.7 
三 凌 重 エ プリ ンス 1484cc 8 
コル ト ( 吸 )594cc 7 プリ ンス 1862cc 8 キャ デラ ッ ク 8.7 
コル ト ( 排 )594 cc 8 3 ns 8.7 
ジー プ 8.5 ト ヨ タ パッ カー ド 8.7 
ジュ ピタ ー2199 cc 9.5 トヨ ョ ペッ ト 995cc 7 GeG.M.C 8.7 
ロー ザ デ ィ ー ゼ ル 3299 cc 9.5 トヨ エース 995cc 7 ハドソン 8.7 
ふそう 8550cc 12 ペ プ ブリ カ 697 cc 8 オペ ル 9 
トヨ ペッ ト 1198cc 8 クラ イス ラーV8 9.5 
トヨ ペッ ト 1459cc 8 ビュイック 9.5 
コン テッ サ 893cc 7 ガソリン 3878cc 8 オー ルズ モビ ル 6( 排 ) 10 
Z4 


ロッ カー アー ムシ ャ フト 用 リー マ 適 用 車種 表 


| 秋 王 基本 | | 走 禁 '|| 兵 還 還 較 9 


プル ー バ ー ド 1189cc Pー15.88 軽 4 輸 (2 気筒 )356cc  Pー14 コン テッ サ 893cc Pー17 トヨ エー ス 1198cc Pー18.5 
ダッ ト サ ン 1189cc  Pー15.88 軽 4 輸 (4 気筒)358cc  Pー14 プリ スカ 893cc Pー17 トヨ ペッ ト 1198cc P 一 18.5 
セドリ ッ ク 1883cc Pー20 マツ ダ 1484cc Pー17 ディ ー ゼ ル 7013cc Pー24.2 トヨ ペッ ト 1453cc P 一 1 
セドリ ッ ク 2825cc Pー20 マツ ダ 1985cc Pー17 ディー ゼル 10178cc Pー28 トヨ ペッ ト 1897cc ビー1855 
ジュ ニア 1883cc Pー20 
ガソリン 3956cc Pー20 いす ゞ 1491cc Pー17 ふそう 1986cc Pー18 ダイ ハツ 1490cc Pー20 
ディ ー ゼ ル 3706cc P 一 22 いす ゞ 1991cc Pー17 ジー プ 2199cc Pー18.9 ダイ ハツ ッ 1861cc P 一 20 
ディ ー ゼ ル 4941cc P 一 22 ガソリン 5654cc Pー21.5 ロ | ザ 3299cc Pー18.9 
ディ ー ゼ ル 7412 cc Pー22 ディ ー ゼ ル 6126cc Pー22 三 輸 1145cc ロー22 
プリ ンス 1484cc Pー17.6 ディ ー ゼ ル 6373cc Pー22 ふそう 11404cc P 一 23 
プリ ンス 1862cc Pー17.6 ディ ー ゼ ル 10179cc P 一 24 ふそう 8550cc P 一 26 
ピス トン ピン 用 リー マ 適 用 車種 表 
人 k を ま 、 | 9 FN 
方 ジ 49cc P- 18 軽 4 輪 359cc Pー18 ト ヨ ダ 
カプ 54cc P- 18 コル ト 594cc Pー18 トヨ エー ス 1198cc Pー20 
ホン ダ 89cc Pー14 ダイ ハッ 797cc Pー16 コル ト 977cc Pー18 トヨ ペッ ト 1198cc P 一 20 
ホン ダ 124cc Pー14 軽 4 輸 856cc Pー17 ジュ ピタ ー2199cc  Pー20.64 トヨ ペッ ト 1453cc P 20 
ホン ダ 154cc Pー14 軽 3 輪 805cc Pー20 ラー プ 2199cc Pー20.64 トヨ ペッ ト 2599cc P 一 20 
ホン ダ 161cc Pー14 。 ダイ ハツ 751ce Pー24 ガソリン 2199cc Pー20.64 パプ リカ 697cc P 一 22 
ドリ ー ム 247cc Pー15 = ダイ ハツ 1861cc Pー24 デボネア 1991cc Pー24 トヨ ペッ ト 1897cc Pー24 
ドリ ー ム 305cc Pー15 ア ィ ー セ ゼル 2270cc Pー26 ジュ ピタ ー1995cc Pー24 ガソリン 8878cc 。P-25.14 
4 輸 354cc P 一 15 ジー プ 1995cc Pー24 ディ ー ゼ ル 2336cc P 一 27 
4 輪 531cc Pー15 ディ ー ゼ ル 1995cc Pー24 ディ ー ゼ ル 5890cc Pー34 
プル ー バ ー ド ジュ ピタ ー2199cc Pー24 ディ ー ゼ ル 6494cc P 一 34 
鈴 木 ダッ ト サ ン 1189cc  Pー17.45 ラー プ 2199cc Pー24 
スズ キ 79cc Pー14 キャ プラ イト 1046cc Pー20 ディ ー ゼ ル 2199cc P 一 24 い す " 
スズ キ 246cc Pー15 ガソリン 3956cc Pー20.64 ロー ザ デ ィ ー ゼ ル 3299cc Pー24 ガソリン 1325cc Pー22 
スズ キ 123cc Pー16 セドリ ッ ク | 1883cc Pー22 ロー ザ デ ィ ー ゼ ル 3520cc Pー24 ガソリン 1491cc Pー22 
スズ ライ ト 359cc Pー18 2825cc Pー22 ガソリン 2993cc Pー24 ディ ー ゼ ル 1764cc P 一 24 
ジュ ニア ー1883cc Pー22 ふ 、 そ う 1986cc P 一 25 ガソリン 1991cc P 一 25 
ジュ ニア ー2825cc Pー22 ふそう 4678cc P 一 82 ディー ゼル 1991cc P 一 25 
ラビ ピッ ト 123cc Pー14 セドリ ッ ク デ ィ ー ゼ ル 199Pー22 ふそう 8550cc P 一 40 ガソリン 5654cc P 一 34 
ラビ ッ ト 148cc Pー16 ジュ ニア ディ ー ゼ ル 2164  P-26 ふ 、 そ う 11404cc Pー40 ディ ー ゼ ル 6126cc P 一 84 
ラビ ッ ト 199cc Pー18 ディ ー ゼ ル 3760cc Pー26 ディ ー ゼ ル 6373cc Pー934 
スバ ル 356cc Pー18 ディ ー ゼ ル 494lcc Pー38 ディ ー ゼ ル 10179cc Pー45 
スバ ル 426cc Pー18 ディー ゼル 7412cc Pー38 メグ ロカ ワサ キ 496cc  Pー19 
プリ ンス 1484cc Pー22 
ヤ マ ハ プリ ンス 1862cc P 一 22 
ヤマ ハ 247cc Pー15 プリ ンス 1985cc Pー22 コン テッ サ 1251cc Pー19 
ディ ー ゼ ル 4313cc Pー29 
ディ ー ゼ ル 7019cce ” Pー40 
軽 4 輸 ( 4 気筒 )358cc Pー15 コニー 軽 4 199cc Pー18 ディー ゼル 7982cc Pー40 
軽 4 輸 ( 2 気筒 )356cc Pー16 コニー 軽 4 354cc Pー18 ディ ー ゼ ル 10178 cc Pー48 


キ ャ ロ ル 586cc Pー16 


ZS5 


スプ リン グ シ ャ ッ ク ル ピン 用 リー マ 適 用 車種 表 


いす ゞ TX P-28 5 中 (H5B) 8 8 P(KF) 10 
By ロー 人 で す デ お P-28 6P(C2) 8 10 pP(DS) 10 
4 輸 BUB pー17 いす \TW P--28 6P(H6B) 9 
4 輸 DUB 和 P 一 2 7F tH7 呈 ) 9 
4 輸 DVA Pー-19 パス BA P-32 8P(B3) 9 4.5 中 (VNC) 4 
3 輸 TUB Pー19 大 型 デ ィ ー ゼ ル (DH) 12 4.5 中 (VND) 7 
3 輸 TVA Pー19 三 凌 重 エ 
ロー ザ pー16 
ト ヨ タ ふそう キャ ンタ ーT720 Pー16 空冷 83P(AS3) 7 2 貼 7 
トヨ エー ス Pー15 ジー プ フ ロ ント Pー17.45 オー ト 3F(AN) 8 2.5P(T65) 7 
スタ ウト Ptg デー ツリ ヤー P 一 19 オー ト 4.5HP(BZ) 8 3 P(NT65) 7 
ダイ ナ Pー15 3 輸 P 一 25 オー ト 5H(BN) 8 3.5P(NT70) 7 
コロ ナラ イン P-15 ふそう T330 P 一 32 オー ト 6HP(EN) 8 4 貼 8 
ふそう T390 Pー32 オー ト 7H(CN) 8 4.5P(NT75) 8 
バス R470 P 一 32 ユニ バー ス 6PHP(KND) 8 5 由 8 
プル ー バ ー ド P-15 パス R820 P 一 32 空冷 2.5P(AS25) 8 6 P(NT85) 9 
ダッ ト サ ン トラ ッ ク Pー15.88 空 冷 3.5P(AS35) 8 6 P(ST95) 10 
セドリ ッ ク Pー16 空 冷 4P(AS4) 8 7 P(T95) 10 
キャ プラ イト Pー16 ブリ スカ Pー18 立 型 デ ィ ー ゼ ル 5P(MB) 10 8 中 11 
ジュ ニア フロ ント Pー18 トラ ッ ク TE P 一 30 オー ト 10H(DN) 11 9 由 (KS8) 12 
ジュ ニア リヤ ー Pー20 トラ ッ ク TC P 一 80 立 型 ディ ー ゼ ル 8HFP(MC) 11 9 由 (N8) 12 
日 産 680 フ ロン ト P-26 バス BT フロ ント P 一 30 立 型 ディ ー ゼ ル 9H(EDC) 11 
っ 記 -g 2 区 還 所 ie P 一 82 立 型 ディ ー ゼ ル 45HP(3F) 12 
日 産 680 リ ヤー P 一 28 メグ ロ 249P 9 
ディ ー ゼ ル UG680 リ ヤー  Pー28 二 6 メグ ロ 498P 
グロ リア Pー15 4 輪 F100 Pー18 2.5 中 (AF) 7 
マイ ラー P 一 20 軽 4 輸 P-18 3 P(AS) 。 小 松 
4 輪 DV201 P-20 3.5P(AC) 8 プル ドー ザー(D50)7230cc 11 
9 輪 P-24 4 P(BF) 8 ダン プ カ ー(HD150) 
コニー Pー15 5 P(BSN) 8 14780cc 11 
三菱 か つら 6.5 (CS) 8 
い す 『 3P(H3A) 7 5 P(BS) 10 
エル フ Pー16 4P(H4A) 8 6 P(CF) 10 
し 
kb 
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言 酷 な 使用 に も 耐え る カッ ター 
使用 銅 の 素材 を 厳選 


ト ネ の バル ブシ ー ト カッ ター は 長期 間 に わ た っ て 昔 酷 な 作業 に 耐え る と 定評 を 
いた だ いて お り ま す 。 それ は 使用 素 鋼材 の 厳重 な 検査 と 選択 に ある の で す 。 

同じ 成分 規格 の 鋼材 で も 、 こ れ を 顕微 鏡 で 拡大 し て み ま す と 、 写 真 の よう に 結 状 
偏 折 の ある 不良 組織 の も の と 、 均 一 な 良好 な 組織 の も の と が あり ます 。 状 偏 折 組 
織 は 焼 入 過程 で ある 程度 は 消 減 し ます が 、 場 合 に よっ て は 焼 わ れ や 、 使 用 中 の トラ 
ブル の 原因 に な る こと が あり ます 。 ト ネ の 技術 陣 は 素材 の 受入 れ 管 理 に あたっ て 、 
細心 の 注意 を は ら っ て 理想 的 な 鋼材 の み を 厳選 し 、 す ぐれ た カッ ター づく り を お こ 
か な っ て い ゆま す 。 


縮 状 編 折 の 不良 写真 ( A ) 


X100 メ 100 


っ 


みなみ デー 
カッ ダー 


【J 
に 


シー ト 30 
シー ト 45 


| 
ふ 
き 
ド 
tp 
デー 
ーー 
| 
OO 
ト 
さ 
3 
か 
へ 


バル プ 
バル プ ブ 


91O ピッ 
NT の の 


し に 3 ヨ に コ Ql さ 
NN の IO の | さ 


SQ |G 
さ | さ | さ 


バル ブシ ー ト 15" カ ッ タ ー 
バル ブシ ー ト 30" カッ ター 
バル ブシ ー ト 45" カ ッ タ ー 


称 呼 寸法 


カッ ター 


So 


ト 75 


シ 
* ル プシ ー ト カッ ター 用 パイ ロッ ト 


バル プ 


ノ 
ノ 


CLASS 


バル ブシ ー ト カッ ター 用 パイ ロッ ト 


パル ブシ ー ト 75*" カ ッ タ ー 


称 呼 寸法 


の の | の まこ ー 
に | に に | に | に の 


て) 
⑥< 


(@⑥) 


5.⑥ ⑥@⑥ 


| ウ の 〇 ひ , 〇 O. 〇 OiIO 
9 
'o】 
(の) 


ao 


/《 ル プシ ー ト カッ ター セッ ト 


小型 普通 車 用 
(2000cc 級 迄 ) 


44 46 48 52 54 56 


大 型 車 用 48 52 


(2000cc 級 以上 ) 44 中 48 誠 52 2 56 


パワ ー<4 倍 > レ ンチ 


No.8-300 説明 図 


ーーー ーー 


Ne 6 
レノ ググ 


Secfion 


ソケット 挿入 
部 四角 寸法 


を と * 


ツー ルケ ー ス 


、 画 仙 製 ツ ー ル ケー ス 


(トラ ンク 型 ) 


260 移 120 史 7Z0 守 
305 宮 160 冠 X 70 守 
365 移 200 守 7Z0 完 
260 玩 120 守 X100 守 
285 索 150 守 X100 守 
360 死 X150 宗 100 客 


( 山 型 中 自 付 ) 535 束 X215 審 1922 ン 
中 皿 寸法 (525 メ 20ZZ0 ) 


ディ スプ レイ スタ ンド 


販売 の 能率 化 …… 作 業 の 能率 化 に . 


吊 掛 製品 明細 


| ゴー ルド スパ ナ ーー 
10X12 14※1Z7 19※21 各 1 本 


メガ ネ レ ンチ 
10X12 12※X14 14※ ぶ 1Z7 各 1 本 


ン ケ ッ ト レ ンチ ( 外 差 込 角 ) 
9 移 10 11 11.5 12 13 13.5 14 14.5 15 


司 ゴー ルド スパ ナ mW メ カネ レン チ 


あい の まつ キレ ンチ 15.5 16 1Z 1Z.5 18 19 20 21 22 23 23.5 
王 売 不 5 24 26 2Z 28 29 30 32 33 各 1 ヶ 


増 -- 遂 産 才 優衣 計 刻 工 因 


大 前 田 玩 尾 工 穴 株 式 記 ます 府 


全高 395 到 全 巾 455 移 奥行 250 死 


ディ ー プ ソケット ( 差 込 角 才 ) 21 索 1 ヶ 


ン ケ ッ ト レ ンチ 用 ハン ドル 類 ( 差 込 角 才 ) 


エキ ステ ンション バー No.321 1 本 
ナッ ト 多 ピン ナー ホシ ジ ド ル No.311 1 夫 
ナナ テツ ウト ハジ 玉 た No.371 1 本 
スタ イデ ィング T バ ジ ド ル No.310 1 未 
クロ スペ パー No.110 1 本 
2 が トド トカ ググ ダダ ター No.128 1 ヶ 


ニニ バー サル ジョ イン ト No.308 1 ヶ 


単 能 ボッ クス レン チ 類 
T 型 レン チ 1724 1 本 
ホイ ルナ ッ ト レ ンチ No.348 1 夫 
デラ ジグ レシ チ No.361 1 ケ ヶ 


8Z 
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